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安全記号

測定器およびマニュアルに記載された以下の記号は、本器を安全に操作するた
めに守るべき注意事項を示します。

直流（DC） オフ（電源）

交流（AC） オン（電源）

直流／交流両方 注意、感電の危険あり

3 相交流
注意、危険あり（具体的な警告／
注意情報については本書を参照）

グランド端子 注意、高温の表面

感電防止用アース端子
双安定ブッシュ・コントロール
のアウト位置

フレームまたはシャーシ端子
双安定ブッシュ・コントロール
のイン位置

等電位 Category III 1000 V 過電圧保護

二重絶縁または強化絶縁で保護
された機器

Category IV 600 V 過電圧保護

CAT III
1000 V

CAT IV
600 V
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安全に関する一般情報

以下の安全に関する一般的な注意事項は、本器の操作、サービス、修理のあら
ゆる段階において遵守する必要があります。これらの注意事項や、本書の他の
部分に記載された具体的な警告を守らないと、本器の設計、製造、想定される
用途に関する安全標準に違反します。キ一サイトは、顧客がこれらの要件を守
らない場合について、いかなる責任も負いません。

– 抵抗テスト、導通テスト、ダイオード・テスト、またはキャパシタン
ス・テストを実行する前に、回路の電源をオフにし、回路のすべての高
電圧キャパシタを放電してください。

– 測定に対して適切な端子、機能、レンジを使用してください。

– 電流測定を選択したときには電圧を測定しないでください。

– 推奨された充電式電池のみを使用してください。電池をメータに正しく
挿入し、正しい極性に従ってください。

– 電池の充電中は、テスト・リードをすべての端子から取り外してくだ 
さい。
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– 測定器の損傷や感電のリスクを避けるために、仕様で定められた測定リ
ミットを超えないようにしてください。

– 70V DC、33 V AC RMS、または 46.7 V ピークより上のレンジで作業を

行うときにはご注意ください。感電のおそれがあります。

– 端子間、または端子とグランド間で（メータ上に示された）定格電圧を
超える測定を行わないでください。

– 既知の電圧を測定することにより、メータの動作をダブルチェックして
ください。

– 電流測定の場合、メータを回路に接続する前に回路の電源をオフにして
ください。メータは常に回路に直列に配置してください。

– プローブを接続するときには、最初にコモン・テスト・プローブを接続
してください。プローブを取り外すときには、最初にライブ・テスト・
プローブを取り外してください。

– 電池カバーを開ける前にテスト・プローブをメータから取り外してくだ
さい。

– 電池カバーまたはカバーの一部が取り外された状態、またはきちんと固
定されていない状態でメータを使用しないでください。

– 画面で電池消耗インジケータ  が点滅したらすぐに電池を交換してく

ださい。これにより、感電や人身事故につながるおそれがある間違った
読み値を回避できます。

– 爆発のおそれがある環境や、可燃性のあるガスや煙、蒸気がある環境、
または濡れた環境で本器を使用しないでください。

– ケースにひびがないか、プラスチックが欠けていないか検査してくださ
い。特にコネクタの周囲の絶縁材に注意してください。メータに損傷が
ある場合は、メータを使用しないでください。

– テスト・プローブに絶縁材の損傷や金属の露出がないか検査し、導通を
チェックしてください。テスト・プローブに損傷がある場合は、テス
ト・プローブを使用しないでください。

– Keysight によって保証されたメータ付属の AC 充電アダプタ以外のアダ

プタを使用しないでください。
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– 修理したヒューズや短絡したヒューズ・ホルダを使用しないでくださ
い。火災を防止するため、電源ヒューズは、同じ電圧／電流定格の推奨
タイプのヒューズとのみ交換してください。

– 1 人でサービスや調整を行わないでください。状況によっては、機器の

スイッチを切っても危険な電圧が残っている場合があります。感電を避
けるため、サービスマンは、蘇生術や応急措置を行える者が立ち会わな
い限り、内部のサービスや調整を行わないでください。

– 事故の誘因が増えるのを防ぐため、部品を代用したり、許可なく改造を
加えたりしないでください。サービスおよび修理のためにメータを
Keysight Technologies セールス／サービス・オフィスに返送し、安全機

能が保持されるようにしてください。

– 物理的な損傷、過度の湿気、その他の理由でメータの安全機能が損なわ
れているおそれがある場合、損傷のあるメータを使用しないでくださ
い。電源を切り離し、サービスマンにより安全が確認されるまでメータ
を使用しないでください。必要な場合、安全機能を維持するため、メー
タを Keysight Technologies セールス／サービス・オフィスに返送して

サービスと修理を受けてください。
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測定カテゴリ

Keysight U1251B/U1252B ハンドヘルド・デジタル・マルチメータの安全定格

は CAT III 1000 V/CAT IV、600 V です。

測定カテゴリ I AC 電源入力に直接接続されていない回路で行われる測定で

す。例えば、AC 電源入力から派生しない回路、および電源入力から派生する

回路で特別に保護された（内部の）回路の測定があります。

測定カテゴリ II 低電圧設備に直接接続されている回路で行われる測定です。

例えば、家庭電化製品、携帯用工具、その他の類似の機器の測定があります。

測定カテゴリ III 建物設備で行われる測定です。例えば、分配ボード、サー

キット・ブレーカ、配線（ケーブルを含む）、バス・バー、ジャンクション・
ボックス、スイッチ、固定設備内のソケット・コンセント、産業用機器、静止
型モータなどの固定設備に永久接続される機器の測定があります。

測定カテゴリ IV 低電圧設備の電源で行われる測定です。例えば、電気モー

タ、1 次過電流保護装置、リップル制御装置の測定があります。
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環境条件

本器は、屋内の結露が少ない場所で使用するように設計されています。下の表
に、本製品の一般的な環境要件を示します。

製品規制／コンプライアンス

U1251B/U1252B ハンドヘルドマルチメータは安全規格と EMC 規格に適合して

います。

最新のリビジョンの適合宣言を参照してください
(http://www.keysight.com/go/conformity)。 

環境条件 要件

動作温度 フル確度（－ 20 ℃～ 55 ℃）

動作湿度
35 ℃までの温度の場合、80 % の相対湿度に対してフ

ル確度。55 ℃で 50 % の相対湿度までリニアに減少

保管温度 － 40 ℃～ 70 ℃（電池を取り出した状態）

高度 最大 2000 m 

汚染度 汚染度 2

周囲に電磁界や雑音が存在すると、一部の製品仕様が低下する可能性があ
ります。周囲の電磁界や雑音の原因が除去されると、本器は自己回復し、
すべての仕様を満足して動作します。
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規制マーク

CE マークは、欧州共同体の登録

商標です。この CE マークは、製

品が関連するすべての欧州法的
指令に適合することを示します。

RCM マークは、オーストラリア

の通信メディア庁の登録商標 
です。

ICES/NMB-001 は、この ISM デバ

イスがカナダの ICES-001 に適合

していることを示します。

Cet appareil ISM est conforme a la 
norme NMB-001 du Canada.

本器は、WEEE 指令（2002/96/
EC）のマーキング要件に適合し

ます。貼付された製品ラベル
は、本電気／電子製品を家庭ゴ
ミとして廃棄してはならないこ
とを示します。

CSA マークは、カナダ規格協会

の登録商標です。
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 9



Waste Electrical and Electronic Equipment (WEEE) 指令 
2002/96/EC

本器は、WEEE 指令（2002/96/EC）のマーキング要件に適合します。貼付され

た製品ラベルは、本電気／電子製品を家庭ゴミとして廃棄してはならないこと
を示します。 

製品カテゴリー：

WEEE 指令付録 1 の機器タイプに基づいて、本器は「Monitoring and Control 
Instrument」製品に分類されます。

製品に貼付されるラベルを下に示します。

家庭ゴミとして廃棄しないでください。

不要になった測定器の回収については、Keysight 計測お客様窓口にお問い合わ

せいただくか、以下のウェブサイトで詳細をご確認ください。 
http://about.keysight.co.jp/en/companyinfo/environment/takeback.shtml

セールス／テクニカルサポート

セールス／テクニカルサポートに関する Keysight へのお問い合わせについて

は、以下の Keysight ウェブサイトのサポートリンクを参照してください。

– www.keysight.com/find/handhelddmm
（製品固有の情報およびサポート、ソフトウェアおよびドキュメントのアッ
プデート）

– www.keysight.com/find/assist
（修理およびサービスのワールドワイドの問い合わせ情報）

これは空白のページです。
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Keysight U1251B/U1252B 
ハンドヘルド・ デジタル・ マルチメータ

ユーザーズ／サービス・ガイド
1 測定前の準備

U1215B/U1252B ハンドヘルド･デジタル・マルチメータの紹介     20
梱包の検査     21

この章では、Keysight U1251B/U1252B ハンドヘルド・マルチメータのフロン

ト・パネル、ロータリ・スイッチ、キーパッド、ディスプレイ、端子、リア・
パネルについて説明します。
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1 測定前の準備
U1215B/U1252B ハンドヘルド･デジタル・マルチメータの紹介

このデジタル・マルチメータの主な特長：

– DC、AC、AC+DC（U1252B のみ）電圧／電流測定

– AC 電圧と AC 電流の真の実効値測定

– 充電式 Ni-MH 電池と内蔵充電機能（U1252B のみ）

– 2 次表示での周囲温度

– 電池容量インジケータ

– 明るいオレンジ色の LED バックライト

– 最大 50M（U1251B の場合）と 500M（U1252B の場合）の抵抗測定

– 0.01nS（100G）～ 50nS のコンダクタンス測定

– 最大 100mF のキャパシタンス測定

– 最大 20MHz の周波数カウンタ（U1252B のみ）

– 4 ～ 20mA 測定または 0 ～ 20mA 測定の％スケール表示値

– 基準インピーダンスが選択可能な dBm

– 突入電圧と突入電流を簡単に捕捉できる 1ms Peak Hold

– 0°C 補正が選択可能な温度テスト（周囲温度補正はありません）

– K タイプ温度測定（U1251B の場合）と J/K タイプ温度測定（U1252B の 

場合）

– 周波数、デューティ・サイクル、パルス幅測定

– 最小読み値、最大読み値、平均読み値の Dynamic Recording

– 手動または自動トリガと Null モードによる Data Hold

– ダイオード・テストと可聴導通テスト

– 周波数、パルス幅、デューティ・サイクルが選択可能な方形波ジェネレー
タ（U1252B のみ）

– Keysight GUI アプリケーション・ソフトウェア（IR-USB ケーブルは別売り）

– 閉じたケースの校正 
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測定前の準備 1
梱包の検査

マルチメータと以下の付属品が揃っていることを確認してください：

– 9 V アルカリ電池（U1251B のみ）

– テストプローブ

– テスト・リード 

– ワニ口クリップ

– 充電式 8.4 V 電池（U1252B のみ）

– 電源ケーブルおよび AC アダプタ（U1252B のみ） 

– 校正証明書

不足品がある場合は、計測お客様窓口までお問い合わせください。

輸送用カートンに損傷がないかどうか調べます。損傷の徴候としては、輸送用
カートンのへこみや破れ、緩衝材に異常な圧力や圧縮が加わった痕跡などがあ
ります。マルチメータを返送する場合に備えて、梱包材料は保存しておいてく
ださい。

利用可能なハンドヘルド・アクセサリの最新一覧については、Keysight 
Handheld Tools カタログ（5989-7340EN）を参照してください。
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1 測定前の準備
電池の装着

マルチメータには、1 個の 9 V 電池により電源が供給されます。出荷時には、

電池はマルチメータに装着されていません。

新しい充電式電池は、放電した状態で届くので、使用する前に充電してくださ
い。初回ご利用時（または長期保管後）には、充電式電池を最大容量まで充電
するのに、3 ～ 4 時間の充電／放電サイクルを要する場合があります。詳細は

「電池の充電」（129 ページ）を参照してください。

電池を装着する前に、端子から接続されているすべてのケーブルを取り外
し、ロータリースイッチが OFF 位置にあることを確認してください。マル

チメータに付属の電池のみを使用してください。
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測定前の準備 1
以下の手順で電池を装着します。

1 傾斜スタンドを持ち上げます。

2 リア・パネルの電池カバーのネジを、反時
計回りに LOCK 位置から OPEN 位置まで回

します。

3 電池カバーを下にスライドさせ、電池カ
バーを持ち上げて電池を挿入します。
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1 測定前の準備
傾斜スタンドの調整

メータを 60 度の傾きで立たせるには、傾斜スタンドを外側にできるだけ引き

出します。

図 1-1 60° の傾斜スタンド

メータを 30 度の傾きで立たせるには、スタンドの先端を地面と平行になるよ

うに折り曲げてから、スタンドを外側にできるだけ引き出します。

図 1-2 30° の傾斜スタンド

PC（ホスト）へ

60° の傾斜スタンド 

IR-USB ケーブル

PC（ホスト）へ

30° の傾斜スタンド 

IR-USB ケーブル
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測定前の準備 1
メータをつり下げ位置に合わせるには、以下の図 1-3 の手順に従います。

図 1-3 つり下げ位置の傾斜スタンド

3. 傾斜スタンドのこの面が自分の

4. 傾斜スタンドを再び垂直に取り付けます 

1. 傾斜スタンドを最大限に傾斜させます 2. 傾斜スタンドを取り外します

方ではなく、マルチメータの方を

向くようにひっくり返します
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1 測定前の準備
フロント・パネルの概要 

図 1-4 U1252B のフロント・パネル

ディスプレイ

キーパッド

ロータリ・ 
スイッチ

ターミナル・ 
コネクタ
26 Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド



測定前の準備 1
リア・パネルの概要

図 1-5 リア・パネル

IR 通信ポート

テスト・プローブ・ 
ホルダ

電池アクセス・カバー

傾斜スタンド
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1 測定前の準備
ロータリ・スイッチの概要

図 1-6 ロータリ・スイッチ

2

1

3
4 7
5 6

8

9

10

表 1-1 ロータリ・スイッチの概要と機能

番号 説明／機能

1 充電モード [U1252B のみ ] または OFF

2 AC V 

3 DC 電圧または DC+AC 電圧 [U1252B のみ ]

4 DC mV、AC mV、AC+DC mV [U1252B のみ ]

5 抵抗（）、導通、コンダクタンス（nS）

6 周波数カウンタ [U1252B のみ ] またはダイオード 

7 キャパシタンスまたは温度

8 DC µA および AC µA

9 DC mA、DC 電流、AC mA、AC 電流または AC ＋ DC 電流

10
方形波出力、デューティ・サイクル、またはパルス幅出力 [U1252B の場合 ] および OFF [U1251B
の場合 ] 
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測定前の準備 1
キーパッドの概要

以下に、各キーの操作を示します。キーを押すと、表示上の関連シンボルが点
灯し、ビープ音が鳴ります。ロータリ・スイッチを別の位置まで回すと、キー
の現在の操作がリセットされます。

図 1-7 に、U1252B のキーパッドを示します。ms%（パルス幅／デューティ・

サイクル）機能、  Hz 機能、周波数カウンタ機能は、U1252B でのみ使用

することができます。

図 1-7 U1252B のキーパッド

1

2

3
4

5
6

7
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1 測定前の準備
表 1-2 キーパッドの説明／機能 

ボタン 押す時間が 1 秒未満のときの機能 1 秒以上押したときの機能

1
  は、バックライトを ON/OFF にするト

グル・スイッチとして機能します。バックラ
イトは 30 秒（デフォルト）後に自動的にオフ

になります [a]。

 を押すと、電池容量が 3 秒間表示され

ます。

2
 を押すと、測定値が静止します。Data 

Hold モードでは、再度押して、次の測定値の

ホールドでトリガします。Refresh Hold モードで

は、読み値が安定し、カウント設定が設定値を

超えると、読み値が自動的に更新されます [a]。

 を押すと、Dynamic Recording モードに入

ります。  を再度押して、Max、Min、Avg、

および現在（表示では MAXMINAVG で示されま

す）の読み値をスクロールします。

3
 を押すと、表示された値が後続の測定

値から減算する基準値として保存されます。
再度押して、保存されている相対値を表示し
ます。

  を押すと、1 ms Peak Hold モードに入り

ます。 を押して、Max ピーク読み値と

Min ピーク読み値をスクロールします。

4
を押して、特定のロータリ・スイッチ位

置にある測定機能をスクロールします。
を押すと、Log Review モードに入ります。

を押して、手動またはインターバル・ロ

グ・データに切り替えます。 または を押
して、それぞれ最初または最後のログ・デー

タを表示します。 または を押して、ロ
グ・データを上下にスクロールします。

を 1 秒以上押して、このモードを終了し

ます。

5 を押して、使用可能な測定レンジをス

クロールします（ロータリ・スイッチが ま

たは Hz [U1252B の場合 ] の位置にある場合は

除きます）[b]。

を押すと、Auto Range モードになります。
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測定前の準備 1
ボタン 押す時間が 1 秒未満のときの機能 1 秒以上押したときの機能

6
を押して、使用可能なデュアル組み合わ

せ表示をスクロールします（ロータリ・ス

イッチが または [U1252B の場合 ] の位置

にある場合、あるいはメータが 1 ms peak hold
または dynamic recording モードになっている場

合は除きます）[c]。

を押して、Hold モード、Null モード、

Dynamic Recording モード、1 ms Peak Hold モー

ド、デュアル表示モードを終了します。

7 を押すと、電流測定または電圧測定の

場合、Frequency Test モードに入ります。

を再度押して、周波数（Hz）機能、

デューティ・サイクル（％）機能、パルス幅
（ms）機能をスクロールします。デューティ・

サイクル（％）テストとパルス幅（ms）テス

トでは、 を押して、正または負のパルス

に切り替えます。

を押すと、ログ・モードに入ります。手

動データ・ログでは、 を押して、データ

をメモリに手動でログします。自動データ・

ログでは、データが自動的にログされます [a]。

を 1 秒以上押して、自動データ・ログ・

モードを終了します。

注記（キーパッドの概要と機能）：

[a] 利用可能なオプションの詳細については、101 ページの表 4-1 を参照してください。

[b] ロータリ・スイッチが の位置にある場合、 を押して、°C または °F 表示に切り替えます。ロータリ・スイッ

チが Hz の位置にある場合、 を押して、信号周波数の 1 による除算または 100 による除算に切り替えます。

[c] ロータリ・スイッチが の位置にある場合、デフォルトで ETC が ON になっています。 を押して、ETC

（Environment Temperature Compensation）を OFF に切り替えることができます。表示に が現れます。パルスおよび

デューティ・サイクル測定の場合、 を押して、トリガ・スロープを正または負に切り替えます。メータが peak

または dynamic-recording モードにある場合、 を押して、1 ms peak hold または dynamic recording モードをリスタート

します。

表 1-2 キーパッドの説明／機能 ( 続き )
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1 測定前の準備
表示の概要

フル（すべてのセグメントが点灯した状態）の表示を行うには、ロータリ・ス
イッチを押したまま、OFF から OFF 以外の位置まで回します。フルの表示を

行っている場合、任意のボタンを押すと、ロータリ・スイッチの位置に基づい
て通常の機能が再開されます。この後にウェークアップ機能が続きます。

自動電源切断（APF）をオンにしている場合、メータは節電モードに入りま

す。メータを起こすには：

1 ロータリ・スイッチを OFF 位置まで回してから、再度 ON にします。

2 方形波出力位置以外のロータリ・スイッチ位置のボタンを押します。
（U1252B のみ） 

3 ロータリ・スイッチを方形波出力位置に設定するには、［Dual］ボタン、

［Rang］ボタン、［Hold］ボタンのみを押すか、ロータリ・スイッチを別の位

置まで回します。（U1252B のみ）

LCD の記号の説明については、以下の表を参照してください。

図 1-8 表示記号
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測定前の準備 1
表 1-3 一般的な表示記号 

LCD の記号 説明

リモート制御

 熱電対タイプ： （K タイプ）（J タイプ） 

NULL ヌル演算

ダイオード／可聴導通

抵抗の可聴導通

ログ・データをチェックするためのビュー・モード

データ・ログ・インジケータ

方形波出力（U1252B のみ）

– パルス幅（ms）およびデューティ・サイクル（％）測定の正のスロープ

– キャパシタンス測定時のキャパシタの充電

– パルス幅（ms）およびデューティ・サイクル（％）測定の負のスロープ

– キャパシタンス測定時のキャパシタの放電

電池消耗インジケータ

自動電源切断をオン

Refresh（自動）Hold 

TRIG Trigger（手動）Hold 

MAXMINAVG Dynamic Recording モード： 1 次表示の現在の値

MAX Dynamic Recording モード： 1 次表示の最大値

MIN Dynamic Recording モード： 1 次表示の最小値

AVG Dynamic Recording モード： 1 次表示の平均値
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1 測定前の準備
以下に、1 次表示のサインの説明を示します。

LCD の記号 説明

MAX 1ms Peak Hold モード： 1 次表示の正のピーク値

MIN 1ms Peak Hold モード： 1 次表示の負のピーク値 

表 1-3 一般的な表示記号 ( 続き )

表 1-4 プライマリ・ディスプレイの記号 

LCD の記号 説明

オートレンジ

AC+DC

DC

AC

1 次表示の極性、桁、小数点

dBm 1 mW を基準としたデシベル単位 

dBV 1 V を基準としたデシベル単位

MkHz 周波数単位： Hz、kHz、MHz

Mk 抵抗単位：、k、M

nS コンダクタンス単位

mV 電圧単位： mV、V

µmA 電流単位： µA、mA、A

% デューティ・サイクル測定 

ms パルス幅単位 

µmnF キャパシタンス単位： nF、µF、mF 

ºC 摂氏温度単位 
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測定前の準備 1
以下に、2 次表示のサインの説明を示します。

アナログ棒グラフは、アナログ・マルチメータの針をエミュレートします。
オーバシュートを表示しません。ピークまたはヌル調整の測定や、高速に変化
する入力の表示には、棒グラフが便利です。更新レートが高く、高速アプリ
ケーションに対応できるからです。

LCD の記号 説明

ºF 華氏温度単位

 % DC 0 ～ 20 mA に比例したパーセンテージ・スケール表示値

% DC 4 ～ 20 mA に比例したパーセンテージ・スケール表示値

表 1-4 プライマリ・ディスプレイの記号 ( 続き )

表 1-5 セカンダリ・ディスプレイの記号

LCD の記号 説明

AC+DC

DC

AC

2 次表示の極性、桁、小数点

kHz 周波数単位： Hz、kHz

周囲温度補正なし、熱電対測定のみ

ºC 摂氏周囲温度単位

ºF 華氏周囲温度単位

mV 電圧単位： mV、V

µmA 電流単位： µA、mA、A

s 経過時間単位： Dynamic Recording モードと 1 ms Peak Hold モードの場合 s（秒）
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1 測定前の準備
バー・グラフは、方形波出力、周波数、デューティ・サイクル、パルス幅、 
4 ～ 20 mA％スケール、0 ～ 20 mA％スケール、温度の測定には使用されませ

ん。電圧測定や電流測定中、1 次表示に周波数、デューティ・サイクル、パルス

幅を示すときには、電圧値または電流値をバー・グラフで表します。4 ～ 20 mA
の％スケールまたは 0 ～ 20 mA の％スケールがプライマリ・ディスプレイに表

示されている場合は、棒グラフは％値ではなく電流値を示します。

正の値または負の値が測定または計算されたときには、“+”符号あるいは

“－”符号が示されます。各セグメントは、ピーク・バー・グラフに示された
レンジに応じて、2500 カウントまたは 500 カウントを表します。以下の表を

ご覧ください。

表 1-6 アナログ・バーのレンジとカウント 

レンジ カウント／セグメント 以下の機能に使用

2500 V、、ダイオード

2500 V、A、

2500 V、A、、nS

500
V、

500

500
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測定前の準備 1
Hz ボタンによる表示の選択

周波数測定を使用すると、中性伝導体内の高調波電流の存在を検出し、これら
の中性電流が不均衡位相または非リニア負荷の結果であるかどうかを判断でき

ます。 を押すと、電流測定と電圧測定の周波数測定モードに入ります。 

2 次表示に電圧または電流、1 次表示に周波数が示されます。別の方法として、

1 次表示にパルス幅（ms）またはデューティ・サイクル（％）を表示できま

す。表示するには、再度 を押します。これにより、周波数、デュー

ティ・サイクルまたはパルス幅と一緒に、リアルタイムの電圧や電流を同時に

モニタすることができます。1 次表示の電圧または電流は、  を押して 

1 秒以上押し続けると再開します。

表 1-7 ［Hz］ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

 

U1252B の場合

（AC 電圧）

周波数（Hz）

AC Vパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

 、U1251B の場合

U1252B の場合

（DC 電圧）

周波数（Hz）

DC Vパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

U1252B の場合

（AC+DC 電圧）

周波数（Hz）

AC+DC Vパルス幅（ms）

 デューティ・サイクル（％）

 

（AC 電圧）

周波数（Hz）

AC mV パルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（DC 電圧）

周波数（Hz）

DC mV パルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）
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1 測定前の準備
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

（AC+DC 電圧）

周波数（Hz）

AC+DC mVパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（AC 電流）

周波数（Hz）

AC Aパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（DC 電流）

周波数（Hz）

DC µAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（AC+DC 電流）

[U1252B の場合 ]

周波数（Hz）

AC+DC µAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（AC 電流）

周波数（Hz）

AC mA または A パルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（DC 電流）

周波数（Hz）

DC mA または A パルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

（AC+DC 電流）

[U1252B の場合 ]

周波数（Hz）

AC+DC mAパルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

表 1-7 ［Hz］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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測定前の準備 1
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

Hz（周波数カウンタ）- を押し

て周波数の 1 による除算を選択 
[U1252B の場合 ]

周波数（Hz）

- 1 -パルス幅（ms）

デューティ・サイクル（％）

Hz（周波数カウンタ）- を押し

て周波数の 100 による除算を選択

[U1252B の場合 ]

周波数（Hz） - 100 -

表 1-7 ［Hz］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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1 測定前の準備
Dual ボタンによる表示の選択

を押して、デュアル表示の異なる組み合わせを選択します。通常のシ

ングル表示は、 を押して 1 秒以上押し続けると再開します。以下の 

表 1-8 をご覧ください。

表 1-8 ［Dual］ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

（AC 電圧）

AC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV

（ を押して選択 ）

AC V

AC V 周囲温度 °C または °F

U1252B の場合 

（AC 電圧）

AC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV [a] AC V

AC V DC V 

AC V 周囲温度 °C または F

 、U1251B の場合／ 

U1252B の場合 

（DC 電圧）

DC V Hz（DC 結合）

dBm または dBV [a] DC V

DC V AC V[U1252B の場合 ]

DC V 周囲温度 °C または F

U1252B の場合 

（AC+DC 電圧）

AC+DC V Hz（AC 結合）

dBm または dBV [a] AC+DC V

AC+DC V AC V

AC+DC V DC V

AC+DC V 周囲温度 °C または F
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測定前の準備 1
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

（AC 電圧）

AC mV Hz（AC 結合）

dBm または dBV [a] AC mV

AC mV DC mV 

AC mV 周囲温度 °C または F

（DC 電圧）

DC mV Hz（DC 結合）

dBm または dBV [a] DC mV

DC mV AC mV 

DC mV 周囲温度 °C または F

注記（［Dual］ボタンによる表示の選択）：

[a] dBm の読み値か dBV の読み値かは、AC V の最後のレビューに依存します。最後のレビューが dBV の場合、次の表示

も dBV になります。

（AC+DC 電圧）

[U1252B の場合 ]

AC+DC mV Hz（AC 結合）

dBm または dBV AC+DC mV

AC+DC mV AC mV

AC+DC mV DC mV

AC+DC mV 周囲温度 °C または F

（DC 電流）

DC A Hz（DC 結合）

DC A AC A

DC A 周囲温度 °C または F

（AC 電流）

AC A Hz（AC 結合）

AC A DC A 

AC A 周囲温度 °C または F

（AC+DC 電流）

[U1252B の場合 ]

AC+DC A Hz（AC 結合）

AC+DC A AC A

AC+DC A DC A 

AC+DC A 周囲温度 °C または F

表 1-8 ［Dual］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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1 測定前の準備
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

 

（DC 電流）

DC mA Hz（DC 結合）

DC mA AC mA

％（0 ～ 20 または 4 ～ 20） DC mA 

DC mA 周囲温度 °C または F

（AC 電流）

AC mA Hz（AC 結合）

AC mA DC mA

AC mA 周囲温度 °C または F

（AC+DC 電流）

[U1252B の場合 ]

AC+DC mA Hz（AC 結合）

AC+DC mA AC mA

AC+DC mA DC mA

AC+DC mA 周囲温度 °C または F

（DC 電流）

DC A Hz（DC 結合）

DC A AC A

DC A 周囲温度 °C または F

（AC 電流）

AC A Hz（AC 結合）

AC A DC A

AC A 周囲温度 °C または F

（AC+DC 電流）

[U1252B の場合 ]

AC+DC A Hz（AC 結合）

AC+DC A AC A

AC+DC A DC A

AC+DC A 周囲温度 °C または F

表 1-8 ［Dual］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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測定前の準備 1
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示 2 次表示

（キャパシタンス）

（ダイオード）／

（抵抗）／

nS（コンダクタンス）

nF / V /  / nS 周囲温度 °C または F

（温度） °C（F） 周囲温度 °C または F

°C（F） 周囲温度 °C または F/ 0°C 補正

（ を押して選択）

表 1-8 ［Dual］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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1 測定前の準備
Shift ボタンによる表示の選択

以下の表に、Shift ボタンを使用したときの、測定機能（ロータリ・スイッチ

位置）に対する 1 次表示の選択を示します。

表 1-9 ［Shift］ボタンによる表示の選択 

ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示

（AC 電圧）

AC V

dBm（デュアル表示モード） [a][b]

dBV（デュアル表示モード） [a][b]

、U1251B 場合 DC V

U1252B の場合 

（AC+DC 電圧）

DC V

AC V

AC+DC V 

U1252B の場合

（AC+DC 電圧）

DC mV

AC mV

AC+DC mV 



（抵抗）



 

nS

（ダイオードのテストおよび周波数）

ダイオード

Hz 

/ 

（キャパシタンスおよび温度）

キャパシタンス

温度

（AC 電流）

DC A 

AC A

AC+DC A[U1252B の場合 ]
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測定前の準備 1
ロータリ・スイッチの位置（機能） 1 次表示

（DC 電流）

DC mA 

AC mA

AC+DC mA 

％（0 ～ 20 または 4 ～ 20）

（AC ＋ DC 電流）

DC A 

AC A

AC+DC A[U1252B の場合 ]

（U1252B の方形波出力）

デューティ・サイクル（％） 

パルス幅（ms） 

注記（［Shift］ボタンによる表示の選択）：

[a] を押して dBm 測定と dBV 測定を切り替えます。

[b] を 1 秒以上押すと、AC V 測定に戻ります。

表 1-9 ［Shift］ボタンによる表示の選択 ( 続き )
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1 測定前の準備
端子の概要

図 1-9 コネクタ端子

本器の損傷を避けるために、入力リミットを超えないようにしてください。
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測定前の準備 1
表 1-10 さまざまな測定機能用の端子接続

ロータリ・スイッチの位置 入力端子 過負荷保護

COM  1000 V 実効値 

 U1252B の場合

 U1251B の場合

1000 V 実効値、ショート回路

<0.3A の場合


A . mA COM 440 mA / 1000 V 30 kA 高速作動

ヒューズ

A COM 11 A / 1000 V 30 kA 高速作動

ヒューズ

U1252B の場合 COM

COM 440 mA/1000 V 高速作動ヒューズ
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1 測定前の準備
これは空白のページです。
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2 測定の実行
測定手順

測定を行う場合は、図に示されている番号順に実行してください。手順の詳細
については、以下の表 2-1 を参照してください。

電圧の測定

このメータを使用すると、正弦波、方形波、三角波、階段波などの波形に対し
て、正確な AC 測定の真の RMS 読み値を DC オフセットなしに取得することが

できます。

DC オフセットを使用した AC には、  または  ロータリ・スイッ

チ位置で AC+DC 測定を使用します。これは、U1252B にのみ適用されます。

表 2-1 手順の概要（番号順）

番号 手順

図に示されている測定オプションまでロータリ・スイッチを回します

図に示されている入力端子にテスト・リードを接続します

テスト・ポイントをプロービングします

ディスプレイ上の結果を読み取ります

測定前には、それぞれの測定に対して端子接続が正しいことを確認してく
ださい。デバイスの損傷を避けるため、入力リミットを超えないようにし
てください。
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測定の実行 2
AC 電圧の測定

AC 電圧を測定するには、図 2-1 に示すようにマルチメータをセットアップし

ます。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

図 2-1 AC 電圧の測定

赤のリード線

黒のリード線

セカンダリ・ディスプレイに周波数を表示するには、  を押します。セカ

ンダリ・ディスプレイに表示可能な組み合わせの一覧については、「Dual ボタ

ンによる表示の選択」（40 ページ）の表 1-8 を参照してください。
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2 測定の実行
DC 電圧の測定

DC 電圧を測定するには、図 2-2 に示すようにマルチメータをセットアップし

ます。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

図 2-2 DC 電圧の測定

赤のリード線

黒のリード線

– DC オフセットのある AC 電圧信号の測定については、「AC および DC 信

号の測定（U1252B のみ）」（53 ページ）を参照してください。 

– アナログ／デジタル混載信号の DC 電圧を DC 測定モードで測定する場

合は、フィルタがオンになっていることを確認してください（「デー
タ・ビットの設定」（118 ページ）を参照）。

– 感電事故や怪我を防ぐために、人体に危険な DC 電圧の存在を確認する

ためのローパス・フィルタをオンにしてください。表示される DC 電圧

値は、高周波 AC 成分の影響を受ける可能性があるため、正確な読み値

を得るには、フィルタする必要があります。
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測定の実行 2
AC および DC 信号の測定（U1252B のみ）

AC 電圧の DC オフセットを測定する際の確度を改善するには、まず AC 電圧を

測定します。AC 電圧レンジを記録し、AC レンジと同じかそれより大きい DC
電レンジを手動で選択します。この手順を使用すれば、入力保護回路が動作し
ないため、DC 測定の確度が改善されます。
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2 測定の実行
電流の測定

µA & mA 測定

μA や mA を測定するには、図 2-3 に示すようにマルチメータをセットアップ

します。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

– 必要に応じて、  を押して、ディスプレイに  が表示されることを

確認します。

– μA 測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、正のテスト・

リードを μA.mA に接続します。

– mA 測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、正のテス

ト・リードを μA.mA に接続します。

– A（アンペア）測定の場合は、ロータリ・スイッチを に設定し、

正のテスト・リードを A に接続します。

– を押して、デュアル測定を表示します。表示可能なデュアル測定の一

覧については、「Dual ボタンによる表示の選択」（40 ページ）の表 1-8 を参

照してください。
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測定の実行 2
図 2-3 A および mA 電流の測定

赤のリード線

黒のリード線
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2 測定の実行
4 mA ～ 20 mA の％スケール

％スケールを測定するには、図 2-4 に示すようにマルチメータをセットアップ

します。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

4 mA ～ 20 mA または 0 mA ～ 20 mA の％スケールは、下に示すように 2 つの

レンジに設定されます。

–  を押して％スケール表示を選択します。ディスプレイに  または 

 が表示されることを確認します。

– 4 mA ～ 20 mA または 0 mA ～ 20 mA の％スケールは、対応する DC mA 測

定を使用して計算されます。U1251B/U1252B は、分解能を自動的に最適化

します（以下の表 2-2 を参照）。

– 測定レンジを変更するには、  を押します。

表 2-2 ％スケールと測定レンジ

％スケール（4 mA ～ 20 mA または 0 mA ～ 20 mA）：常にオートレンジ
DC mA はオートレンジまたは手

動レンジ

999.99%
50 mA、500 mA

9999.9%
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測定の実行 2
図 2-4 4 ～ 20 mA のスケールの測定

赤のリード線

黒のリード線
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2 測定の実行
A（アンペア）測定

A（アンペア）を測定するには、図 2-5 に示すようにマルチメータをセット

アップします。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

図 2-5 A（アンペア）電流測定

赤のテスト・リードと黒のテスト・リードをそれぞれ 10A 入力端子 A と COM
に接続します。赤のテスト・リードを A 端子に差し込むと、メータが自動的に

A 測定に設定されます。

赤のリード線

黒のリード線
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測定の実行 2
周波数カウンタ

周波数を測定するには、図 2-6 に示すようにマルチメータをセットアップしま

す。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

– 低電圧アプリケーションには周波数カウンタを使用します。電源システ
ムでは周波数カウンタを使用しないでください。

– 入力が 30 Vpp を超える場合は、周波数カウンタの代わりに、電流また

は電圧測定の下にある周波数測定モードを使用する必要があります。

– を押して周波数カウンタ（Hz）機能を選択します。2 次表示の

“-1-”は、入力信号の周波数が 1 で除算されることを示します。これによ

り、最大周波数 985 kHz の信号を測定できます。

– 読み値が不安定な場合やゼロの場合、  を押して入力信号周波数の 

100 による除算を選択します。これにより、最大 20 MHz の高周波数レンジ

の測定が可能です。

– 上記の手順の後でも読み値が不安定な場合は、信号はレンジ外です。

– 2 次表示で“-1-”が表示されているあいだ、 を押してパルス幅（ms）
測定、デューティ・サイクル（％）測定、周波数（Hz）測定をスクロールす

ることができます。
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2 測定の実行
図 2-6 周波数の測定を押して

赤のリード線

黒のリード線
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測定の実行 2
抵抗測定、コンダクタンス測定と導通テスト

抵抗を測定するには、図 2-7 に示すようにマルチメータをセットアップします。次に、

抵抗の分岐によりテスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。 

図 2-7 抵抗の測定

抵抗を測定するときには、メータや被試験デバイスの損傷を避けるため回
路の電源を切断し、すべての高電圧キャパシタを放電します。

赤のリード線

黒のリード線
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2 測定の実行
図 2-8 に示すように、 を押して可聴導通テスト、コンダクタンス・テス

ト、抵抗テストをスクロールします。

図 2-8 可聴導通、コンダクタンス、抵抗テスト

可聴導通

押す

押す

押す
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測定の実行 2
可聴導通

0 ～ 500 のレンジでは、抵抗値が 10 より下がるとビープ音が鳴ります。

その他のレンジでは、抵抗値が表 2-3 に示す代表値よりも下がるとビープ音が

鳴ります。

コンダクタンス

コンダクタンスを測定するには、図 2-9 に示すようにマルチメータをセット

アップします。テスト・ポイントをプロービングし、表示を読み取ります。

コンダクタンス測定により、最大 100 Gの非常に高い抵抗を簡単に測定する

ことができます。

高抵抗読み値はノイズに敏感なので、Dynamic Recording モードを介して平均

読み値を捕捉できます。詳細については、「ダイナミック・レコーディング」
（76 ページ）を参照してください。

表 2-3 可聴導通測定のレンジ

測定レンジ ビープ音しきい値

500.00  < 10 

5.0000 k < 100 

50.000 k < 1 k

500.00 k < 10 k

5.0000 M < 100 k

50.000 M < 1 M

500.00 M < 10 M
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2 測定の実行
図 2-9 コンダクタンス測定

赤のリード線

黒のリード線
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測定の実行 2
ダイオードのテスト

ダイオードをテストするには、回路の電源をオフにし、回路からダイオードを
取り外します。図 2-10 に示すようにマルチメータをセットアップし、正の端

子（アノード）に赤のプローブ・リード、負の端子（カソード）に黒のプロー
ブ・リードを使用して、表示を読み取ります。

次に、図 2-11（67 ページ）に示すように、プローブを逆転して再度ダイオード

の電圧を測定します。以下に基づいてダイオードのテストの結果を判断します。

– メータが逆バイアス・モードで“OL”を表示した場合、ダイオードは良好

であると見なされます。

– メータが正バイアス・モードと逆バイアス・モードの両方で約 0 V を表示

し、メータのビープ音が連続して鳴る場合、ダイオードはショートしてい
ると見なされます。

– メータが正バイアス・モードと逆バイアス・モードの両方で“OL”を表示

した場合、ダイオードはオープンであると見なされます。

ダイオードをテストするときには、メータの損傷を避けるため、回路の電
源を切断し、すべての高電圧キャパシタを放電します。

– カソードは、帯のある側です。

– メータは、ダイオードの正バイアスを約 2.1 V まで表示することができま

す。ダイオードの代表正バイアスのレンジは 0.3 ～ 0.8 V です。
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2 測定の実行
図 2-10 ダイオードの正バイアスの測定

赤のリード線

黒のリード線
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測定の実行 2
図 2-11 ダイオードの逆バイアスの測定 

赤のリード線

黒のリード線
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2 測定の実行
キャパシタンスの測定

メータはキャパシタンスを測定するため、キャパシタを既知の電流で一定時間
充電し、電圧を測定してキャパシタンスを計算します。キャパシタが大きいほ
ど、充電時間が長くなります。キャパシタンス測定のヒントをいくつか以下に
示します。

– 10,000 μF を超えるキャパシタンスを測定する場合は、最初にキャパシタを

放電してから、適切な測定レンジを選択します。これにより、正確なキャ
パシタンス値をより短い測定時間で取得することができます。

– 小さいキャパシタンスを測定する場合、メータとリードの残留キャパシタ

ンスを減算するため、テスト・リードをオープンにした状態で を押

します。

図 2-12 に示すようにマルチメータをセットアップします。キャパシタの正の

端子に赤のプローブ・リード、負の端子に黒のプローブ・リードを使用して、
表示を読み取ります。

キャパシタンスを測定するときには、メータや被試験デバイスの損傷を避
けるため回路の電源を切断し、すべての高電圧キャパシタを放電します。
キャパシタが放電されていることを確認するには、DC 電圧機能を使用し

ます。

はキャパシタが充電中であることを、 はキャパシタが放電中であることを
示します。
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測定の実行 2
図 2-12 キャパシタンス測定

赤のリード線

黒のリード線
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2 測定の実行
温度の測定

ビード・タイプの熱電対プローブは、PTFE 互換環境での－ 20 °C ～ 200 °C の温

度測定に適しています。

ビード・タイプの熱電対プローブは、推奨する動作温度範囲を超えて使用しな
いでください。この熱電対プローブを液体に浸けないでください。液体やゲル
の場合はメッキ・プローブ、空気測定の場合はエア・プローブなど、各アプリ
ケーション専用の熱電対プローブを使用すると、最良の結果が得られます。

温度を測定するには、図 2-15 に示すようにマルチメータをセットアップする

か、以下の手順に従います。

1 を押して、温度測定を選択します。

2 図 2-13 に示すように、小型サーマル・プローブを無補正のトランスファ・

アダプタに接続します。

3 図 2-14 に示すように、アダプタ付きのサーマル・プローブをメータの入力

端子に接続します。

4 小型サーマル・プローブを接続した無補正のトランスファ・アダプタを
メータの入力端子に接続します。最高の性能を得るには、メータを 1 時間

以上動作環境に放置して、周囲温度に対して安定させます。

5 測定表面を清掃し、プローブが表面にしっかりと接触していることを確認
します。印加電力をオフにしてください。

6 周囲温度より高い温度を測定するときには、最高温度読み値が得られるま
で熱電対を表面に沿って移動します。

7 周囲温度より低い温度を測定するときには、最低温度読み値が得られるま
で熱電対を表面に沿って移動します。

8 すばやく測定を行うには、0 °C 補正アダプタを使用して熱電対センサの温

度変動をモニタします。0 °C 補正アダプタの使用により、相対温度をすぐ

に測定できます。

熱電対リードを鋭角に曲げないでください。何度も曲げているうちに、
リードが断線するおそれがあります。
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測定の実行 2
図 2-13 サーマル・プローブの無補正のトランスファ・アダプタへの接続

図 2-14 アダプタを付けたプローブのマルチメータへの接続
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2 測定の実行
周囲温度が一定でない環境で作業する場合、次のようにします。

1 を押して 0°C 補正を選択します。これにより、相対温度のクイック

測定が可能です。

2 熱電対プローブが測定表面に触れないようにします。

3 安定した読み値が得られたら、 を押して読み値を相対基準温度とし

て設定します。

4 熱電対プローブを測定表面に触れます。

5 相対温度の表示を読み取ります。

図 2-15 表面温度測定

押す
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測定の実行 2
測定中のアラートと警告 

過負荷アラート

メータのオートレンジ・モードにも手動レンジ・モードにも、電圧測定用の過
負荷アラートが装備されています。測定電圧が 1010 V を超えると、一定の間

隔でメータのビープ音が鳴ります。安全のため、このアラートに注意してくだ
さい。

入力警告

テスト・リードが A 入力端子に挿入されたときに、ロータリ・スイッチが対応

する mA.A 位置に設定されていないときには、メータのアラート・ビープ音が

鳴ります。テスト・リードを A 入力端子から取り外すまで、1 次表示で

“A-Err”が点滅します。図 2-16 を参照してください。

図 2-16 入力端子警告

安全のため、アラートに注意してください。アラートが表示されたときに
は、測定ソースからテスト・リードを取り外してください。
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2 測定の実行
充電端子アラート

 端子が 5 V を超える電圧レベルを検出し、ロータリ・スイッチが対応

する  位置に設定されていないときには、メータのアラート・ビープ音

が鳴ります。 入力端子からリードを取り外すまで、1 次表示で

“Ch.Err”が点滅します。以下の図 2-17 を参照してください。

図 2-17 充電端子アラート
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Keysight U1251B/U1252B 
ハンドヘルド・ デジタル・ マルチメータ

ユーザーズ／サービス・ガイド
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この章では、U1251B/U1252B デジタル・マルチメータの機能と特長について

説明します。
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3 特長と機能
ダイナミック・レコーディング

ダイナミック・レコーディング・モードは、間欠的なターンオン／ターンオフ
電圧や電流サージの検出や、無人での測定性能の検証に使用できます。読み値
を記録している間も、別の作業を実行できます。

平均読み値は、不安定な入力のスムージング、回路が動作している時間の割合
の予測、回路性能の検証に有効です。経過時間はセカンダリ・ディスプレイに
表示されます。最長時間は 99999 秒です。この最長時間を超えると、ディス

プレイに“OL”と表示されます。

1  を 1 秒以上押して、Dynamic Recording モードに入ります。メータ

が、連続モードまたは非データ・ホールド（非トリガ）モードになります。
“MAXMINAVG”と現在の測定値が表示されます。新しい最大値または最小

値が記録されると、ビープ音が鳴ります。

2 を押して、最大読み値、最小読み値、平均読み値、現在の読み値を

順に表示します。表示されている読み値に応じて MAX、MIN、AVG、

MAXMINAVG が点灯します。

3  または を 1 秒以上押して、Dynamic Recording モードを終了し

ます。

– dynamic recording をリスタートするには、 を押します。

– 平均値は、Dynamic Recording モードで取り込まれたすべての測定値の真

の平均です。過負荷が記録された場合、アベレージング機能が停止し、平

均値が“OL”（過負荷）になります。  は、Dynamic Recording モードで

はオフになっています。
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特長と機能 3
図 3-1 Dynamic recording モードの操作

Max minを1秒以上押す

または 1秒以上押す

Max minを1秒以上押す

または 1秒以上押す

Max minを1秒以上押す

または 1秒以上押す

Max minを
1秒以上押す Max minを押す

Max minを押す

Max minを押す
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3 特長と機能
Data Hold（Trigger Hold）

データ・ホールド機能を使用すると表示されているデジタル値を静止させるこ
とができます。

1 を押して表示された値を静止させ、手動トリガ・モードに入ります。

TRIG が表示されます。

2 を押して、測定中の次の値の静止をトリガします。新しい値で表示

が更新されるまで TRIG が点滅します。

3 または を 1 秒以上押して、このモードを終了します。

図 3-2 Data hold モードの操作

Measurement 
update

Press  or

Press  for > 1 sec.

押す 

押す 
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特長と機能 3
Refresh Hold

リフレッシュ・ホールド機能を使用すれば、表示値を保持できます。棒グラフ
は保持されず、瞬時測定値を反映し続けます。変動する値を測定している場合
は、セットアップ・モードを使ってリフレッシュ・ホールド・モードをオンに
できます。この機能は、保持された値を新しい測定値によって自動トリガまた
は更新し、注意を促す音を発します。

1  を押して、リフレッシュ・ホールド・モードに入ります。現在の値

が保持され、 記号が表示されます。

2 測定値の変動が変動カウントの設定を超えると、新しい測定値を保持する
準備がされます。マルチメータが新しい安定した値を待っている間は、 

記号が点滅します。

3 新しい測定値が安定すると、  記号の点滅が止まり、新しい値がディス

プレイ上で更新されます。記号はオンのままになり、マルチメータは注意
を促す音を発します。

4 を再度押して、リフレッシュ・ホールド機能を終了します。
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3 特長と機能
図 3-3 Refresh hold モードの操作

The HOLD sign flashes 
until the measured 
value is stable and 
updated

押す 

Variation counts 
setting

Measurement is 
updated

を押すと戻る

– 電圧測定と電流測定では、読み値が 500 カウント未満の場合、保持値は更

新されません。

– 抵抗測定とダイオード測定では、読み値が“OL”（オープン・ステート）の

場合、保持値は更新されません。

– どの測定でも、読み値が安定した状態に達しないときには、保持値を更新
することができません。
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特長と機能 3
Null（相対）

Null 機能は、現在の測定から記憶されている値を減算し、両者の差を表示し

ます。

1 を押して、表示された値を後続の測定値から減算する基準値として

記憶し、表示をゼロに設定します。Null が表示されます。

2 を押して、記憶されている基準値を表示します。表示がゼロに戻る

前に Null が 3 秒間点滅します。

3 このモードを終了するには、表示で Null が点滅しているあいだに  を

押します。

– Null は、オートレンジ設定と手動レンジ設定のどちらにも設定できますが、

過負荷が発生しているときには設定することができません。

– 抵抗測定のときには、テスト・リードが存在するためメータが非ゼロ値を
読み取ります。Null 機能を使用して、表示をゼロ調整します。

– DC 電圧測定のときには、熱運動が確度に影響します。表示されている値が

安定したら、表示をゼロアウトするためテスト・リードをショートし、
Null を押します。
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3 特長と機能
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図 3-4 Null（相対）モードの操作

押す 

Press  as NULL is 
flashing on the display

押す Auto-return 
after 3 seconds

点滅



特長と機能 3
デシベル表示

dBm 操作では、基準抵抗に供給されるパワーを、1 mW を基準として計算しま

す。デシベル変換用の DC V 測定、AC V 測定、AC+DC V 測定に適用できます。

電圧測定を dBm に変換するには、以下の式を使用します。

基準抵抗は、Setup モードで 1 ～ 9999 の範囲で選択できます。デフォルト

値は 50 です。

電圧のデシベルは、1 V を基準として計算します。式は、以下の電圧測定に従

います。

dBV = 20 log10 Vin

1 、 、または  ロータリ・スイッチ位置で、 を押して

1 次表示の dBm 測定までスクロールします。AC 電圧測定は、2 次表示に示

されます。

2 を 1 秒以上押して、このモードを終了します。

ロータリ・スイッチが“～ V”位置にある場合、 を押して dBV 測定と

dBm 測定を切り替えます。dBm 測定または dBV 測定は ACV 位置で選択でき、

この選択が他の電圧測定の基準となります。
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3 特長と機能
図 3-5 dBm/dBV 表示モードの操作

押す 

押す

押す 

押す 

Press  for > 1 sec.

Press  for > 1 sec.

Only when 
rotary switch 
is at  
position

Only when 
rotary switch 
is at  
position

押す 

Press  

for > 1 sec.

押す 

押す 

押す
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特長と機能 3
1 ms Peak Hold

ピーク・ホールド機能は、ピーク電圧を測定するもので、分電回路変圧器、力
率補正キャパシタなどのコンポーネントの解析に使用できます。取得したピー
ク電圧からクレスト・ファクタを求めることができます。

クレスト・ファクタ＝ピーク値／真の実効値

1  を 1 秒以上押して、1 ms Peak Hold モードの ON と OFF を切り替え

ます。

2  を押して、最大ピーク読み値と最小ピーク読み値をスクロールしま

す。 MAX は最大ピークを示し、 MIN は最小ピークを示します。

3 または を 1 秒以上押すと、このモードを終了します。

4 図 3-6（86 ページ）の測定によると、クレスト・ファクタは 

2.5048/1.768 ＝ 1.416 になります。

– 読み値が“OL”の場合、 を押して測定レンジを変更し、ピーク記録測

定をリスタートします。

– ピーク記録をリスタートする必要がある場合、 を押します。
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3 特長と機能
図 3-6 1 ms peak hold モードの操作

Press  for > 1 sec.

押す 

押す 

押す 

Start to capture Start to capture

押す 
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特長と機能 3
データ・ログ

データ・ロギング機能を使用すれば、テスト・データを簡単に記録して後で再表
示／解析することができます。データは不揮発性メモリに記憶されるので、マル
チメータをオフにしたり、電池を交換したりしても、データは保持されます。

データ・ロギングには手動（ハンド）ロギングとインターバル（タイム）ロギ
ングの 2 つのオプションがあり、セットアップ・モードで選択します。

データ・ロギングでは、プライマリ・ディスプレイの値だけが記憶されます。

手動ログ

最初に、手動（ハンド）ロギングがセットアップ・モードで指定されているこ
とを確認します。

1 を 1 秒以上押して、1 次表示の現在の値と機能をメモリに記憶しま

す。 とログ・インデックスが現れます。ログ・インデックスが 2 次表示

で 3 秒間点滅してから、通常の表示に戻ります。

2 をもう一度押し続けると、次の値がメモリに保存されます。

データ・ロギング機能を使用するには、U1173A IR － USB ケーブル（別売）

を使用し、Keysight の Web サイトからデータ・ロギング・ソフトウェアをダ

ウンロードして、マルチメータを PC に接続する必要があります。 

http://www.keysight.com/find/hhTechLib からソフトウェアをダウンロードし

てください。
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3 特長と機能
図 3-7 Hand（手動）logging モードの操作

図 3-8 ログがフル

Press  

for > 1 sec.

Press  for > 1 sec.

Auto-return 
after 3 seconds

記憶可能なデータの最大数は 100 エントリです。100 エントリが一杯になる

と、図 3-8 に示すように、2 次表示に“FULL”が現れます。

Auto-return 
after 3 seconds

Press  

for > 1 sec.
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特長と機能 3
インターバル・ログ

最初に、インターバル（タイム）ロギングがセットアップ・モードで指定され
ていることを確認します。

1  を 1 秒以上押して、1 次表示の現在の値と機能をメモリに記憶しま

す。 とログ・インデックスが現れます。Setup モードで設定した間隔で

読み値がメモリに自動的にログされます。

2 を 1 秒以上押して、このモードを終了します。

記憶可能なデータの最大数は 200 エントリです。200 エントリが一杯になる

と、2 次表示に“FULL”が現れます。

インターバル（自動）ログがオンになっているときには、Log 機能に対する操

作以外のすべてのキーパッド操作がオフになります。
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3 特長と機能
図 3-9 Interval（自動）logging モードの操作

Press  

for > 1 sec.

Press  

for > 1 sec.

Press  

for > 1 sec.

First interval

Last interval

Last +1 
interval

Stop 
logging
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特長と機能 3
ログ・データのレビュー

1  を 1 秒以上押して、Log Review モードに入ります。最後に記憶され

たエントリと最後のログ・インデックスが表示されます。

2 を押して、hand（手動）logging review モードと interval（自動）

logging review モードを切り替えます。

3 を押してログ・データ内を昇順で、または を押して降順で移動しま

す。 を押して最初のレコードを選択し、 を押して最後のレコードを選

択すると、すばやく移動できます。

4 それぞれの Log Review モードで を 1 秒以上押して、ログ・データを

クリアします。

5 を 1 秒以上押して、このモードを終了します。

6 manual logging モードまたは interval logging モードでデータをレビュー中

の場合、  ボタンを 1 秒以上押して、そのモードのすべてのログ値をク

リアします。
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3 特長と機能
図 3-10 Log review モードの操作

Press Log for > 1 sec

Press 
View

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 押す 

押す 押す 押す 

押す 

押す 

Press Log 
for > 1 sec

to clear all 
manual logs

Press Log 
for > 1 sec

to clear all 
interval logs

Press 
View

Press 
View

Press 
View
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特長と機能 3
方形波出力（U1252B の場合）

方形波出力機能は、PWM（パルス幅変調）出力の発生、または同期クロック・

ソース（ボーレート・ジェネレータ）の実現に使用できます。この機能を使用
して、流量計表示、カウンタ、タコメータ、オシロスコープ、周波数コンバー
タ、周波数トランスミッタなどの周波数入力デバイスのチェックと校正を行う
こともできます。

1 ロータリ・スイッチを 位置まで回します。デフォルト表示設定は、 

2 次表示では 600 Hz、1 次表示では 50％デューティ・サイクルです。

2  または を押して、使用可能な周波数をスクロールします（以下の 28

の周波数から選択できます）。

3 を押して、1 次表示でデューティ・サイクル（％）を選択します。

4 または を押して、デューティ・サイクルを調整します。デューティ・

サイクルは 256 段階で設定でき、各ステップは 0.390625％になります。表

示では、0.001％によって最高分解能が示されます。

周波数（Hz）

0.5, 1, 2, 5, 10, 15, 20, 25, 30, 40, 50, 60, 75, 80, 100, 120, 150, 200, 240, 300, 400, 480, 600, 800, 1200, 1600, 2400, 4800 

を押すことは、 を押すことと同じです。
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3 特長と機能
図 3-11 方形波出力の周波数調整

5 を押して、1 次表示でパルス幅（ms）を選択します。

6 または を押して、パルス幅を調整します。パルス幅は 256 段階で設

定でき、各ステップは 1/（256× 周波数）です。表示レンジは、 

9.9999 ～ 9999.9 ms のレンジで自動調整されます。

押す 押す 

押す 押す 

Set Hz
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特長と機能 3
図 3-12 方形波出力のパルス幅調整

押す 

押す 

押す 

押す 
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3 特長と機能
図 3-13 方形波出力のパルス幅調整

押す 

押す 

押す 

押す 
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特長と機能 3
リモート通信

メータには、メータから PC へのデータの記憶を容易にする双方向（全 2 重）

通信機能があります。この機能を使用するにはオプションの IR-USB ケーブル

が必要であり、Keysight Web サイトからダウンロードできるアプリケーショ

ン・ソフトウェアから使用します。

PC とメータのリモート通信の詳細については、Keysight GUI Data Logger ソフ

トウェアを実行して［Help］をクリックしてください。詳細については、

『GUI Data Logger クイック・スタート・ガイド』（U1251-90023）を参照して

ください。

図 3-14 リモート通信のケーブル接続

PCに接続
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 97

http://cp.literature.agilent.com/litweb/pdf/U1251-90023.pdf
http://cp.literature.agilent.com/litweb/pdf/U1251-90023.pdf


3 特長と機能
これは空白のページです。
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4 デフォルト設定の変更
Setup モードの選択

Setup モードに入るには、以下の手順を実行します。

1 メータを OFF にします。

2 OFF 位置から、 を押したまま、ロータリ・スイッチを OFF 以外の位

置まで回します。

Setup モードでメニュー項目設定を変更するには、以下の手順を実行します。

1 または を押して、メニュー項目をスクロールします。

2 または を押して、使用可能な設定をスクロールします。使用可能な

オプションの詳細については、表 4-1「Setup モードで使用可能な設定オプ

ション」を参照してください。

3 を押して、変更を保存します。これらのパラメータは、不揮発性メ

モリに残っています。

4 を 1 秒以上押して、Setup モードを終了します。

ビープ音が鳴ってメータが Setup モードに変わったら、 を放してください。
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デフォルト設定の変更 4
表 4-1 Setup モードで使用可能な設定オプション 

メニュー項目 使用可能な設定オプション デフォルト
出荷時設定ディスプレイ 説明 ディスプレイ 説明

rHoLd [a] Refresh Hold

OFF
Data Hold

（手動トリガ）をオ
ンにします 

500

100–1000

Refresh Hold（自動ト

リガ）を決定する
変動カウントを設

定します

FiLtE DC フィルタ On、OFF
On に設定すると DC
フィルタがオンに

なります。

OFF

bAtt 電池電圧 7.2 V、8.4 V
電池電圧を 7.2 V ま

たは 8.4 V から選択

します。

7.2 V

rESEt リセット dEFAU

を押し、そ

のまま 1 秒以上押

し続けると、出荷
時設定にリセット

できます

dEFAU

Print 出力 ON, OFF

ON に設定すると、

データが PC に連続

して自動的に送信
されます

OFF

ECHO エコー ON, OFF
ON に設定すると、

PC に文字が戻り

ます

OFF

dAtAb データ・ビット 7-bit, 8-bit

リモート通信（PC
によるリモート制
御）のデータ・

ビット長を設定し
ます

8-bit
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4 デフォルト設定の変更
PArtY パリティ・
チェック

En, Odd, nOnE

リモート通信（PC
によるリモート制
御）のパリティ・
チェックを偶数、
奇数、またはなし
に設定します

nOnE

bAUd ボーレート
2400 Hz, 4800 Hz, 
9600 Hz, 19200 Hz

リモート通信（PC
によるリモート制
御）のボーレート
を設定します

9600 Hz

b-Lit バックライト表示

1–99 s [b]
バックライト表示
の自動切断のタイ
マを設定します

30 s

OFF
バックライト表示
の自動切断をオフ

にします

bEEP メータのビープ音
の周波数

2400 Hz, 1200 Hz, 
600 Hz, 300 Hz

メータのビープ音
の周波数を設定し

ます 2400 Hz

OFF メータのビープ音
をオフにします

PErnt パーセンテージ・
スケール

0-20 mA, 4-20 mA ％スケール表示値
を設定します

4–20 mA

APF 自動電源切断

1–99 m [b] 自動電源切断のタ
イマを設定します

10 m

OFF 自動電源切断をオ
フにします

FrEq 測定可能な最小周
波数

0.5 Hz, 1 Hz, 2 Hz, 5 Hz 測定可能な最小周
波数を設定します

0.5 Hz

rEF dBm 測定の基準イ

ンピーダンス
1–9999  [b]

dBm 測定の基準イ

ンピーダンスを設
定します

50

表 4-1 Setup モードで使用可能な設定オプション ( 続き )

メニュー項目 使用可能な設定オプション デフォルト
出荷時設定ディスプレイ 説明 ディスプレイ 説明
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デフォルト設定の変更 4
注記（セットアップ・モードでのオプションの設定）：

[a] これは、セットアップ・モードに入ったときに表示される最初のオプションです。

[b] b-Lit、APF、rEF、d-LoG の各メニュー項目に対しては、［］を押して調整する数字を選択できます。

[c] このメニュー・オプションは U1252B にのみ使用可能です。

[d] tEMP メニュー項目を表示するには、 を 1 秒以上押します。

t.CoUP [c] 熱電対 

 tYPE k
熱電対タイプを K タ

イプに設定します 
 tYPE K

 tYPE J
熱電対タイプを J タ
イプに設定します 

d-LoG データ・ログ 

Hand 手動データ・ログ
をオンにします

Hand

1–9999 s [b] 自動データ・ログの
間隔を設定します

 [d] 温度 

d-CF

温度測定を °C に設

定しますが、

を押すと表

示が °F に切り替わ

ります

d-C

d-F
温度測定を °F に設

定します 

d-FC

温度測定を °F に設

定しますが、

を押すと 表

示が °C に切り替わ

ります

d-C 温度測定を °C に設

定します

表 4-1 Setup モードで使用可能な設定オプション ( 続き )

メニュー項目 使用可能な設定オプション デフォルト
出荷時設定ディスプレイ 説明 ディスプレイ 説明
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4 デフォルト設定の変更
Data Hold/Refresh Hold モードの設定

1 OFF を設定して、Data Hold モード（キーまたはリモート制御経由のバスに

よる手動トリガ）をオンにします。

2 100 ～ 1000 の範囲内で変動カウントを設定して、リフレッシュ・ホール

ド・モード（自動トリガ）をオンにします。測定値の変動が変動カウント
の設定を超えると、Refresh Hold がトリガ可能になります。

図 4-1 Data hold/Refersh hold のセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 
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デフォルト設定の変更 4
Data Logging モードの設定

1 “Hand”に設定して、手動データ・ロギング・モードをオンにします。

2 0001 ～ 9999 秒の範囲内のインターバルを設定して、interval（自動）data 
logging モードをオンにします。

3 または を 1 秒以上押して、データ・ロギングのセットアップを手動

とインターバルの間で切り替えます。

図 4-2 Data logging のセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 

Press  to 
set interval

Press

 or 

> 1秒
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4 デフォルト設定の変更
熱電対タイプの設定（U1252B のみ）

選択できる熱電対センサのタイプは、K タイプ（デフォルト）または J タイプ

です。 または を押して、J タイプと K タイプを切り替えます。

図 4-3 熱電対タイプのセットアップ

押す 
106 Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド



デフォルト設定の変更 4
dBm 測定の基準インピーダンスの設定

基準インピーダンスは、1 ～ 9999 の範囲で設定できます。デフォルト値は

50 です。

図 4-4 dBm 測定の基準インピーダンスのセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 
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4 デフォルト設定の変更
最小周波数測定の設定

最小周波数セットアップは、周波数、デューティ・サイクル、パルス幅の測定
速度に影響を与えます。測定速度の代表値は、1 Hz の最小周波数に基づいて

います。

図 4-5 最小周波数のセットアップ

押す 

押す

押す 

押す 
押す 
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デフォルト設定の変更 4
温度単位の設定

4 つの組み合わせ表示を使用することができます。

– 摂氏のみ（1 次表示の °C）の単一表示設定

– 摂氏 - 華氏（d-CF）と華氏 - 摂氏（d-FC）のデュアル表示設定 

– 華氏のみ（1 次表示の °F）の単一表示設定。

1 次 -2 次表示は、 を押すと切り替え可能です。
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4 デフォルト設定の変更
図 4-6 温度単位のセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 
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デフォルト設定の変更 4
自動節電モードの設定

– APF（自動電源切断）のタイマを 1 ～ 99 分の範囲で設定できます。

– 「自動電源切断」後にメータをアクティブにするには、ロータリ・スイッチ
を OFF 位置まで回してから、再度オンにします。

– その後の測定中は、ディスプレイ上に  と表示されます。
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4 デフォルト設定の変更
図 4-7 自動節電のセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 
押す 
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デフォルト設定の変更 4
％スケール表示値の設定

この設定により、DC 電流測定の表示が％スケール表示値に変わります。すな

わち、4 ～ 20 mA または 0 ～ 20 mA が、0 ～ 100 ％のパーセンテージで示さ

れます。25 ％のスケール表示値は、4 ～ 20 mA では DC8 mA、0 ～ 20 mA で

は DC 5 mA を表します。

図 4-8 ％スケール表示値のセットアップ

押す 
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4 デフォルト設定の変更
ビープ周波数の設定

ドライブ周波数を 2400、1200、600、または 300 Hz に設定できます。“OFF”
によりビープ音がオフになります。

図 4-9 ビープ周波数のセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 

押す 
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デフォルト設定の変更 4
バックライト・タイマの設定

– タイマを 1 ～ 99 秒の範囲で設定できます。設定時間が経過すると、バック

ライトは自動的にオフになります。

– “0FF”にすると、バックライトが自動的にオフになります。

図 4-10 バックライト・タイマのセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 
押す 
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4 デフォルト設定の変更
ボーレートの設定

リモート制御の場合はボーレートを選択します。使用可能な設定値は、2400、
4800、9600、19200 Hz です。

図 4-11 リモート制御のボーレートのセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 
押す 
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デフォルト設定の変更 4
パリティ・チェックの設定

リモート制御の場合はパリティ・チェックを選択します。パリティ・チェック
は、なし、偶数ビット、または奇数ビットに設定できます。

図 4-12 パリティ・チェックのセットアップ

押す 

押す 

押す 

押す 
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4 デフォルト設定の変更
データ・ビットの設定

リモート制御の場合はデータ・ビットを選択します。データ・ビットは、 
8 ビットまたは 7 ビットに設定できます。

図 4-13 リモート制御のデータ・ビットのセットアップ

押す 
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デフォルト設定の変更 4
Echo モードの設定

– Echo ON にすると、リモート通信で PC に文字が返ります。

– Echo OFF にすると Echo モードがオフになります。

図 4-14 リモート制御の Echo モードのセットアップ

押す 
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4 デフォルト設定の変更
Print モードの設定

Print ON にすると、測定サイクルが完了したときに測定されたデータが PC に

出力されます。このモードでは、メータは最新データをホストに自動的に連続
送信しますが、ホストからのコマンドは受け付けません。プリント処理中は、

 が点滅します。

図 4-15 リモート制御の Print モードのセットアップ

押す 
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デフォルト設定の変更 4
デフォルト出荷時設定へのリセット

–  を 1 秒以上押すと、温度設定以外のメニュー・オプションがすべて

デフォルト出荷時設定にリセットされます。

– リセットを行うと、Reset メニュー項目が Refresh Hold メニュー項目に自動

的に変わります。

図 4-16 Reset セットアップ

Press  for > 1 sec.
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4 デフォルト設定の変更
電池電圧の設定

マルチメータの電池のタイプは、7.2 V または 8.4 V に設定できます。

図 4-17 電池電圧の選択

押す  
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デフォルト設定の変更 4
フィルタの設定

この設定は、DC 測定経路の AC 信号のフィルタリングに使用します。DC フィ

ルタはデフォルトで“ON”に設定されています。

図 4-18 DC フィルタ

押す  
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4 デフォルト設定の変更
– DC フィルタをオンにすると、DC 電圧測定中に測定速度が低下する場合が

あります。

– AC または Hz 測定（プライマリまたはセカンダリ・ディスプレイ）中には、

DC フィルタは自動的にオフになります。

– ファームウェア・バージョン 2.17 以下の場合、フィルタ機能はデフォルト

でオフになっています。

表 4-2 フィルタのデフォルト設定

パラメータ ファームウェア・バージョン[a] デフォルト設定

FiLtEr
2.17 以下 oFF

2.18 以上 oN

[a] ファームウェアは工場でのインストールでフィールドでのアップグレードは不可。
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5 保守
はじめに

一般的な保守

上に示した危険以外にも、端子内のほこりや湿り気で、読み値の確度が低下す
るおそれがあります。以下の手順に従って、清掃を行ってください。

1 メータをオフにして、テスト・リードを取り外します。

2 メータを裏返しにして、端子内にたまったほこりを払います。

3 湿らせた布と中性洗剤を使ってケースを拭きます。研磨剤や溶剤は使用し
ないでください。各端子の接点を、アルコールに浸した清潔な綿棒で拭き
ます。

電池の交換

メータの電源は、9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 8.4 V）によって供給

されます。指定のタイプだけを使用してください（図 5-1 を参照）。適切なタ

イプの電池を確実に使用するためには、電池消耗サインが点滅したらすぐに電
池を交換してください。メータに充電式の電池を使用している場合は、「電池
の充電」（129 ページ）を参照してください。

本書で説明していない修理やサービスは、サービスマンのみが実施してく
ださい。

測定前には、それぞれの測定に対して端子接続が正しいことを確認してく
ださい。デバイスの損傷を避けるため、入力リミットを超えないようにし
てください。
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保守 5
電池交換の手順を以下に示します。

1 リア・パネルで、電池カバーのネジを LOCK から OPEN の位置まで回しま

す（反時計回り）。

2 電池カバーを下にずらします。

3 電池カバーを持ち上げます。

4 指定の電池と交換します。

5 上記と逆の手順でカバーを閉じます。

Keysight U1251B で使用可能なバッテリのリスト：

– 9 V アルカリ乾電池（ANSI/NEDA 1604A または IEC 6LR61）

– 9 V マンガン乾電池（ANSI/NEDA 1604D または IEC6F22）
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5 保守
図 5-1 9 V 角型電池

保管時の注意事項

最初の充電後は、使用していない場合でも定期的に電池をフル充電することを
推奨します。これは、ニッケル水素充電式バッテリ・パックが時間とともに空
になるためです。

Keysight U1252B で使用可能なバッテリのリスト：

– 9 V サイズの 300 mAH ニッケル水素充電式電池、公称電圧 7.2 V

– 9 V サイズの 250 mAH ニッケル水素充電式電池、公称電圧 8.4 V

– 9 V アルカリ乾電池（ANSI/NEDA 1604A または IEC 6LR61）

– 9 V マンガン乾電池（ANSI/NEDA 1604D または IEC6F22） 

電池漏れによる測定器の損傷を防ぐには：

– 空になった電池は必ずすぐに取り外します。

– マルチメータを長期間使用しない場合は、電池を取り外して個別に保存
することを推奨します。

充電式電池の性能は、時間とともに劣化する場合があります。
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保守 5
電池の充電

新しい充電式電池は、放電した状態で届くので、使用する前に充電してくださ
い。初回ご利用時（または長期保管後）には、充電式電池を最大容まで充電す
るのに、3 ～ 4 時間の充電／放電サイクルを要する場合があります。放電する

には、シャット・ダウンするか、電池消耗警告が表示されるまで、充電式電池
の電力でマルチメータを動作させます。

いかなる場合も電池をショートさせたり、極性を逆にすることにより電池
を放電しないでください。電池を充電する前に、電池が充電式であること
を確認してください。充電端子には 24V の DC 電圧が印加されているの

で、充電中はロータリ・スイッチを回さないでください。

– 電池の充電中は、ロータリ・スイッチを 位置から回転させないで

ください。

– 充電できる電池は、9 V ニッケル水素充電式電池（公称電圧 7.2 V）また

は 9 V サイズのニッケル水素充電式電池（公称電圧 8.4 V）だけです。

– 充電する際は、すべての端子からテスト・リードを取り外してくだ 
さい。

– 極性に従って、電池をマルチメータに正しく挿入してください。

充電器の場合、主電源電圧のばらつきが ±10％を超えないようにしてくだ 

さい。
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 129



5 保守
電池の充電には、指定の 24 V DC アダプタを使用してください。電池の充電中

は、メータのロータリ・スイッチを絶対に回さないでください。以下の手順に
従って、電池を充電してください。

1 メータからテスト・リードを取り外します。

2 ロータリ・スイッチを 位置まで回します。電源ケーブルを DC アダプ

タに差し込みます。

3 DC アダプタの赤（+）/ 黒（－）バナナ端子を と“COM”端子にそれ

ぞれ差し込みます。DC アダプタを DC 電源と置き換え、DC24V 出力を設定

し、過電流リミットを <0.5A に設定することができます。接続の極性が正

しいことを確認してください。

4 プライマリ・ディスプレイには“bAt”と表示され、セカンダリ・ディスプ

レイには“SbY”と表示されます。電池を充電する必要があるかどうか知ら

せるために、短いビープ音が鳴ります。電池の充電を開始するには、
［Shift］を押します。または、24 V 電源が印加されるとメータが自動的に

セルフテストを開始します。電池の容量が 90 ％を超えている場合は、充電

しないでください。

表 5-1 スタンバイ・モードと充電モードの電池電圧と対応する充電％

条件 電池電圧 比例パーセンテージ

トリクル（SBY） 7.0 V ～ 9.6 V 0% ~ 100%

充電中 7.2 V ～ 10.0 V 0% ~ 100%
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保守 5
図 5-2 トリクルの場合の電池容量表示

5 Shift ボタンまたはセルフスタートを押すと、メータがセルフテストを実行

して、メータ内部の電池が充電式電池かどうかをチェックします。セルフ
テストには約 2 ～ 3 分かかります。セルフテスト中は、ボタン操作を避け

てください。図 5-3 に示すメッセージが表示されます。

図 5-3 セルフテスト
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5 保守
表 5-2 エラー・メッセージ  

エラー エラー・メッセージ

OL

– 電池なし

– 電池の異常

– 電池はフル充電済み

C-Err

– 12 V 以上または 5 V 未満の電池の

充電の場合

– 3 分で、電池電圧が上昇せずに充

電エラーになった場合
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保守 5
6 セルフテストに合格すると、スマート充電モードが開始します。充電時間
は 220 分以内に制限されています。すなわち、電池は 220 分以上充電され

ません。2 次表示に充電時間のカウントダウンが示されます。充電が進行し

ているあいだは、プッシュボタンを操作できません。電池の過充電を警告
するため、充電中にエラー・メッセージが表示される場合があります。

図 5-4 充電モ pード

– 内部に電池があるときに OL メッセージが発生した場合、電池を充電しない

でください。

– C-Err メッセージが発生した場合、指定の電池かどうかをチェックします。

本書に、適切な電池が指定されています。電池を再充電する前に、電池が
指定の充電式電池であることを確認してください。指定の充電式電池と交
換したら、Shift ボタンを押してセルフテストを再実行します。C-Err 状態

が表示された場合、新しい電池と交換します。
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5 保守
7 充電が終了すると、2 次表示に充電終了メッセージ（C-End）が表示され

ます。電池容量を保持するために、トリクル充電電流が供給されます。ト

リクル・ステートであることを示すため、表示でサイン と が点滅し

ます。

8 2 次表示に C-End が表示されたら、DC アダプタを取り外します。端子から

アダプタを取り外す前にロータリ・スイッチを回さないでください。

図 5-5 充電の終了とトリクル・ステート

ファームウェアバージョン 3.01 以上の U1252B に適用されます。

2017 年 1 月 1 日に施行された US DOE および CA CEC 規制に準拠するために、

トリクル充電機能（ステップ 7 を参照）がオフになっています。充電が完了す

ると、表示がクリアーされ、マルチメータはスリープモードに入ります。 

[SHIFT] を押して、スリープモードから充電サイクルを再開します。
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保守 5
図 5-6 電池の充電手順

Press to start charge

Error-Full

Error-Empty

Battery can 
be charged

Fully charged

 
Error
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 135



5 保守
ヒューズの点検手順

使用する前に、マルチメータのヒューズを点検してください。以下の手順に
従って、マルチメータ内のヒューズをテストします。ヒューズ 1 とヒューズ 2
の位置については、図 5-8 を参照してください。

1 ロータリ・スイッチを に設定します。

2 赤いテスト・リードを入力端子 に接続します。

図 5-7 ヒューズの点検手順
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保守 5
3 ヒューズ 1 をテストするには、入力端子 の右半分にテスト・プロー

ブ・チップを配置します。プローブ・チップが入力端子の内部の金属に接
触していることを確認します（上の図を参照）。

4 ヒューズ 2 をテストするには、入力端子の右半分にテスト・プローブ・

チップを接触させます。プローブ・チップが入力端子  の内部の金属に接

触していることを確認します。

5 測定器のディスプレイ上の表示値をモニタします。表示される可能性のあ
る測定値については、下の表 5-3 を参照してください。

6 OL と表示された場合は、ヒューズを交換してください。

表 5-3 ヒューズ点検の測定値

電流入力端子 ヒューズ ヒューズ定格
ヒューズほぼ問題なし 要交換

表示読み値

1 440 mA/1000 V 6.2 M OL

2 11 A/1000 V 0.06  OL
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5 保守
ヒューズの交換

以下に、メータのヒューズを交換するための手順を示します。

1 メータをオフにして、外部機器からテスト・リードを取り外します。アダ
プタが取り外されていることを確認します。

2 手に清潔で乾いた手袋をはめます。ヒューズとプラスチック部品以外のコ
ンポーネントには触れないでください。電流校正ではシャントのみを検討
するので、ヒューズ交換後のメータの再校正は推奨しません。

3 ヒューズを交換するため、電池カバー・コンパートメントを取り外します。

4 ケースの底にある 3 個のネジを緩め、カバーを取り外します。

5 トップ・コーナ上の 2 本のネジを緩め、回路基板を持ち上げます。

6 不具合のあるヒューズをそっと取り除くため、ヒューズの一端をゆるめ、
ヒューズ・ブラケットから取り出します。

7 同じサイズ、同じ定格の新しいヒューズと交換します。新しいヒューズが
ヒューズ・ホルダの中心に来るようにします。

8 トップ・ケースのロータリ・スイッチと回路基板スイッチを OFF 位置のま

まにしておいてください。

9 回路基板とボトム・カバーをそれぞれ再度固定します。

10 ヒューズのパーツ番号、定格、サイズについては、以下の表を参照してく
ださい。

本書ではヒューズ交換の手順についてのみ説明します。ヒューズ交換マークに
ついては説明しません。
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保守 5
図 5-8 ヒューズの交換

表 5-4 ヒューズの仕様

ヒューズ Keysight パーツ番号 定格 サイズ タイプ

1 2110-1400 440mA/1000V 10 mm × 35 mm
速断ヒューズ

2 2110-1402 11A/1000V 10 mm × 38 mm

ヒューズ 2

ヒューズ 1
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5 保守
トラブルシューティング

測定器が動作しない場合、電池とテスト・リードをチェックします。必要に応
じてそれらを交換します。それでも測定器が動作しない場合、本書の指示に
従って操作手順をチェックします。サービスを行うときには、指定の交換パー
ツのみを使用します。下の表 5-5 を参考に、基本的な問題とそれらの解決策を

確認してください。

感電事故防止のために、サービスマン以外の人が修理／点検を行わないで
ください。

表 5-5 基本的なトラブルシューティング手順 

動作不良 トラブルシューティング手順

電源を ON にしても LCD 画面が表示されない – 電池をチェックします。電池を充電するか、交換
します。

ビープ音が鳴らない

– Setup モードをチェックし、ビーパが OFF に設定

されていないことを確認します。希望のドライブ
周波数を選択します。

電流測定での不具合 – ヒューズをチェックします。

充電インジケータがない [a]

– 440 mA ヒューズをチェックします。

– 出力が DC 24 V であるかどうかを外部アダプタで

チェックします。充電端子に完全に差し込み 
ます。

– 電源電圧（100 V ～ 240 V AC 50 Hz/60 Hz）

フル充電後の電池の寿命が非常に短い／長く保管し
たら電池を充電できない

– 適切な充電式電池が使用されているか確認し 
ます。

– Setup モードのバッテリ設定で正しい公称電圧レ

ベル（7.2 V または 8.4 V）が選択されているか確認

します。

– 電池の最大容量を維持するには、2 または 3 サイ

クル、充電と放電を繰り返してみてください。

– 注記：充電式電池の性能は、時間とともに劣化す
る場合があります。
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保守 5
注記（基本的なトラブルシューティング手順表）：

[a] 充電中は、マルチメータのロータリ・スイッチを絶対に OFF 位置から回転させないでください。

リモート制御での不具合

– ケーブルの光側がメータに接続され、カバーのテ
キスト側が上になっているはずです。

– ボーレート、パリティ、Data ビット、Stop ビット

をチェックします（デフォルトは 9600、n、8、1
です）。

– IR-USB ドライバのインストール 

電源を ON にしても LCD 画面が表示されない – 電池をチェックします。電池を充電するか、交換
します。

表 5-5 基本的なトラブルシューティング手順 ( 続き )

動作不良 トラブルシューティング手順
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5 保守
交換可能パーツ

ここでは、測定器用の交換可能パーツの注文方法を説明します。測定器用のサ
ポート・パーツ・リストについては、Keysight 電子計測パーツ・カタログを参

照してください。（http://www.keysight.com/find/parts）

交換可能パーツを注文するには

Keysight パーツ番号を使用して Keysight の交換可能パーツを注文できます。

Keysight の交換可能パーツを注文する場合は、以下に従ってください。

1 計測お客様窓口に連絡します。

2 サポート・パーツ・リストに記載されている Keysight パーツ番号でパーツ

を確認します。

3 測定器のモデル番号とシリアル番号を伝えます。

パーツ・リストには、各パーツの簡単な説明と、該当するパーツ番号が記載さ
れています。

部品の中には、フィールド交換可能部品として入手できないものもあります。
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6 性能試験と校正
校正の概要

本書には、測定器の性能の確認と調整（校正）のための手順が記載されてい 
ます。

性能テストの手順に従うと、ハンドヘルド・デジタル・マルチメータが公表仕
様の範囲内で動作していることを確認できます。調整手順を実行すると、マル
チメータは次の校正まで仕様の範囲内で確実に動作します。

閉ケース電子式校正

測定器には、閉ケース電子式校正が装備されています。内部機械式調整は不要
です。測定器は、設定された入力基準値に基づいて補正ファクタを計算しま
す。新しい補正係数は、次の校正調整が実行されるまで不揮発性メモリに記憶
されます。不揮発性 EEPROM 校正メモリは、電源をオフにしても保持され 

ます。

Keysight Technologies の校正サービス

測定器の校正期日が来たときには、再校正サービスについて最寄りの Keysight
サービス・センタにお問い合わせください。

測定器の校正を実行する前に「テストに関する注意事項」（150 ページ）をお

読みください。
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性能試験と校正 6
校正間隔

ほとんどのアプリケーションには 1 年の校正間隔を推奨します。確度仕様は、

一定の間隔で調整を実施している場合にのみ保証されます。校正間隔が 1 年を

超えると、確度仕様は保証されません。Keysight では、どのアプリケーション

でも校正間隔を 2 年以上に伸ばすことは推奨しません。

調整の推奨

仕様は、最後の調整から提示された期間内でのみ保証されます。最高の性能を
得るために、Keysight は、校正プロセス中に再調整を実行することを推奨しま

す。これにより、U1251B/U1252B が仕様の範囲内で動作することが保証され

ます。この再調整基準で、最高の長期安定性が得られます。

性能検証テスト中に性能データが測定されますが、調整を実行しない限り、測
定器がリミット内にとどまることは保証されません。

「校正カウントを読むには」（174 ページ）を参照し、すべての調整が実行され

ていることを確認してください。
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6 性能試験と校正
推奨テスト機器

以下のリストに、性能検証手順と調整手順に対する推奨テスト機器を示しま
す。リストに示した測定器がない場合には、同等の確度の校正標準を代用して
ください。

別の推奨方法として、Keysight 3458A 8 1/2 桁デジタル・マルチメータを使用

して、確度は低いものの安定した信号源を測定します。信号源から測定された
出力値を、ターゲット校正値として測定器に入力することができます。

表 6-1 推奨テスト機器

アプリケーション 推奨機器 推奨確度要件

DC 電圧 Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

DC 電流 Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

抵抗 Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

AC 電圧 Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

AC 電流 Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

周波数 Keysight 33250A <1/5 測定器 1 年間仕様

キャパシタンス Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

デューティ・
サイクル

Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

ナノジーメンス Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

ダイオード Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

周波数カウンタ Keysight 33250A <1/5 測定器 1 年間仕様

温度

Fluke 5520A <1/5 測定器 1 年間仕様

TM Electronics KMPC1MP
（K 型熱電対延長ケーブル）

–

方形波 Keysight 53131A および Keysight 34401A <1/5 測定器 1 年間仕様

ショート Pomona MDP-S –
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性能試験と校正 6
基本動作テスト

基本動作テストは、測定器の基本操作性のテストです。測定器が基本動作テス
トに不合格の場合、修理が必要となります。

バックライト・テスト

Bat ボタンを押して、バックライトをテストします。バックライトの ON と

OFF が瞬時に切り替わります。

表示のテスト

Hold ボタンを押し、Meter をオンにしてすべてのセグメントを表示します。表

示を表 6-1 の例と比較します。

図 6-1 LCD 表示
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電流端子テスト

このテストにより、電流端子テストの入力警告が正しく機能しているかどうか
を判断します。

テスト・リードを A 端子に挿入しているのにロータリ・スイッチを mA.A 機能

に設定していないときには、メータがアラート・ビープ音を鳴らします。1 次

表示に“A-Err”が現れます。図 6-2 を参照してください。テスト・リードを

“A”端子から取り外すまで、1 次表示は点滅し続けます。

図 6-2 入力警告

テストを実施する前に、セットアップでビープ機能がオフになっていないこと
を確認してください。
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充電端子アラート・テスト 

このテストにより、充電端子アラートが正しく機能しているかどうかを判断し
ます。

 端子が 5 V を超える電圧レベルを検出しているのにロータリ・スイッチ

を 位置に設定していないときには、メータがアラート音を鳴らします。

メータがアラート・ビープ音を鳴らし、1 次表示に“Ch.Err”が現れ、  端
子からリードを取り外すまで“Ch.Err”が点滅します。

図 6-3 充電端子アラート

テストを実施する前に、セットアップでビープ機能がオフになっていないこと
を確認してください。
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テストに関する注意事項

また、長いテスト・リードは、AC 信号をピックアップするアンテナとして機

能する場合があります。

最適な性能を実現するには、すべての手順が以下の推奨事項に適合する必要が
あります。

– 校正の周囲温度が、安定した、18°C ～ 28°C の範囲の温度になるようにし

ます。校正を 23°C±1°C で実行することを推奨します。

– 周囲相対湿度を 80％未満にします。

– 5 分間ウォームアップします。

– シールド・ツイスト・ペアの PTFE 絶縁ケーブルを使用して、セトリング誤

差とノイズ誤差を減らします。入力ケーブルはできるだけ短くします。
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校正のセキュリティ

校正セキュリティ・コードは、測定器に対する偶発的な調整や未許可の調整を
防ぎます。測定器を最初に受領したとき、測定器はセキュリティ保護されてい
ます。測定器を調整するには、正しいセキュリティ・コードを入力して、測定
器のセキュリティを解除する必要があります（「校正のための測定器のセキュ
リティ解除」（159 ページ）を参照してください）。

工場出荷時には、測定器のセキュリティ・コードが 1234 に設定されていま

す。セキュリティ・コードは不揮発性メモリに記憶され、電源をオフにしても
変化しません。

セキュリティ・コードには最大 4 個の数字を含めることができます。

測定器のセキュリティは、フロント・パネルから解除できます。測定器のセ
キュリティを解除した後は、セキュリティ・コードはフロント・パネルからの
み変更することができます。

セキュリティ・コードを忘れた場合は、「セキュリティ・コードなしに測定器
のセキュリティを解除するには」（160 ページ）を参照してください。
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性能検証テスト 

性能検証テストによって、測定器の測定性能を検証します。性能検証テストで
は、U1251B/U1252B データ・シートに記載されている測定器の仕様を使用し

ます。

性能検証テストは、測定器を最初に受領したときの受け入れ検査として推奨し
ます。受け入れ検査の結果は、1 年テスト・リミットと比較します。受領後、

校正間隔ごとに性能検証テストを繰り返します。

測定器が性能検証に不合格の場合、調整または修理が必要となります。調整
は、校正間隔ごとに行うことを推奨します。

性能検証テストを実行する前に「テストに関する注意事項」（150 ページ）を

お読みください。
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以下の表 6-2 に示す検証テストのステップを実行します。

表 6-2 検証テスト 

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B

1 ロータリ・スイッチを

 位置まで回し 

ます [a]

5 V 5 V、1 kHz ±32.5 mV ±22.5 mV

4.5 V、10 kHz ±169.5 mV ±71.5 mV

4.5 V、20 kHz N/A ±169.5 mV

4.5 V、30 kHz ±169.5 mV N/A

4.5 V、100 kHz N/A ±169.5mV

50 V 50 V、1 kHz ±325 mV ±225 mV

45 V、10 kHz ±1.695 V ±715 mV

45 V、20 kHz N/A ±1.695V

45 V、30 kHz ±1.695 V N/A

45 V、100 kHz N/A ±1.695 V

500 V 500 V、1 kHz ±3.25 V ±2.25 V

1000 V 1000 V、1 kHz ±10 V ±8.0 V

2
ボタンを押して

周波数モードに進み 
ます

9.9999kHz 0.48 V、1 kHz ±500 mHz ±500 mHz

3
ボタンを押して

デューティ・サイク
ル・モードに進みます

0.01% ～ 99.99% 5.0 Vpp @ 50%、

方形波、50 Hz

± 0.315% ± 0.315%
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 153



6 性能試験と校正
4 ロータリ・スイッチを
位置（モデル

U1252B の場合）、  

位置（モデル U1251B の

場合）まで回します

5 V 5 V ±2 mV ±1.75 mV

50 V 50 V ±20 mV ±17.5 mV

500 V 500 V ±200 mV ±200 mV

1000 V 1000 V ±800 mV ±800 mV

5
ボタンを押して

モード [a] に進み
ます

5 V 5 V、1 kHz N/A ±22.5 mV

5 V、10 kHz N/A ±79.0 mV

4.5 V、20 kHz N/A ±169.5 mV

4.5 V、100 kHz N/A ±169.5 mV

50 V 50 V、1 kHz N/A ±225 mV

50 V、10 kHz N/A ±790mV

45 V、20 kHz N/A ±1.695 V

45 V、100 kHz N/A ±1.695 V

500 V 500 V、1 kHz N/A ±2.25 V

1000 V 1000 V、1 kHz N/A ±8.0 V

6 ロータリ・スイッチを

位置まで回し

ます

50 mV 50 mV ±75 V [b] ±75 V [b]

500 mV 500 mV ±0.2 mV ±0.175 mV

–500 mV ±0.2 mV ±0.175 mV

1000 mV 1000 mV ±0.8 mV ±0.75 mV

–1000 mV ±0.8 mV ±0.75 mV

表 6-2 検証テスト ( 続き )

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B
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7
ボタンを押して

モード [a] に進

みます

50 mV 50 mV、1 kHz ±0.34 mV ±0.24 mV

50 mV、10 kHz ±0.86mV ±0.415 mV

45 mV、20 kHz N/A ±1.695 mV

50 mV、30 kHz ±0.86 mV N/A

45 mV、100 kHz N/A ±1.695 mV

500 mV 500 mV、45 Hz ±3.25 mV ±2.25 mV

500 mV、1 kHz ±3.25 mV ±2.25 mV

500 mV、10 kHz ±8.6 mV ±4.15 mV

450 mV、20 kHz N/A ±16.95 mV

500 mV、30 kHz ±8.6 mV N/A

450mV、100 kHz N/A ±16.95mV

1000 mV 1000 mV、1 kHz ±8.5 mV ±6.5 mV

1000 mV、10 kHz ±47mV ±11.5 mV

1000 mV、20 kHz N/A ±47.0 mV

1000 mV、30 kHz ±47mV N/A

1000 mV、100 kHz N/A ±47.0 mV

8 ロータリ・スイッチを
位置まで回します

500 [n] 500  ±500 m[c] ±350 m[c]

5 k[n] 5 k ±4.5 [c] ±3 [c]

50 k[n] 50 k ±45  ±30 

500 k 500 k ±450  ±300 

5 M 5 M ±10.5 k ±8 k

50 M[d] 50 M ±0.510 M ±0.505 M

500 M 450 M N/A ±36.1 M

表 6-2 検証テスト ( 続き )

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B
Keysight U1251B/U1252B ユーザーズ／サービス・ガイド 155



6 性能試験と校正
9
ボタンを押して

ns モードに進みます

500 nS[e] 50 nS ±0.7 nS ±0.6 nS

10 ロータリ・スイッチを

Hz/ 位置（モデル

U1252B の場合）、 位

置（モデル U1251B の場

合）まで回します

ダイオード 1 V  ±1 mV  ±1 mV

33250A 出力

11
ボタンを押して

周波数カウンタ・モー

ド [f] に進みます

999.99 kHz 200 mVrms、 
100 kHz

N/A ±52 Hz

12
ボタンを押して

周波数カウンタ・モー
ドの 100 で除算に進み

ます

99.999 MHz 600 mVrms、 
10 MHz

N/A ±5.2 kHz

5520A 出力

13 ロータリ・スイッチを

/ 位置 [g] まで回

します

10.000 nF 10.000 nF ±0.108 nF ±0.108 nF

100.00 nF 100.00 nF ±1.05 nF ±1.05 nF

1000.0 nF 1000.0 nF ±10.5 nF ±10.5 nF

10.000 F 10.000 F ± 0.105 F ± 0.105 F

100.00 F 100.00 F ± 1.05 F ± 1.05 F

1000.0 F 1000.0 F ± 10.5 F ± 10.5 F

10.00 mF 10.00 mF ±0.105 mF ±0.105 mF

100.00 mF 10.00 mF ±0.4 mF ±0.4 mF

表 6-2 検証テスト ( 続き )

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B
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14
ボタンを押して

モード [h][n] に進み 

ます

－ 200°C ～ 
1372°C

0°C ± 3 °C ± 3 °C

100°C ± 3.3 °C ± 3.3 °C

15 ロータリ・スイッチを
位置まで回し

ます

500 A 500 A ± 0.55 A[i] ± 0.3 A[i]

5000 A 5000 A ± 5.5 A[i] ± 3 A[i]

16
ボタンを押して

モード [a] に進

みます

500 A 500 A、1 kHz ± 4.2 A ± 3.7 A

5000 A 5000 A、1 kHz ± 42 A ± 37.0 A

17 ロータリ・スイッチを 

位置まで回

します

50 mA 50 mA ±0.105 mA[i] ± 80 A[i]

440 mA 400 mA ±0.85 mA[i] ±0.65 mA[i]

18
ボタンを押して

 mAモード [a]に進み

ます

50 mA 50 mA、20 kHz ±0.42 mA ±0.37 mA

440 mA 400 mA、45 Hz ±3.4 mA ±3.0 mA

400 mA、1 kHz ±3.4 mA ±3.0 mA

注意：キャリブレータをハンドヘルド・マルチメータの A 端子と COM 端子に接続してから、 

5 A と 10 A を印加してください。

5 A 5 A ±16 mA [k] ±16 mA [k]

10 A[j] 10 A ±40 mA [k] ±35 mA [k]

表 6-2 検証テスト ( 続き )

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B
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注記（検証テスト）：

[a] 周波数 >20 kHz および信号入力 < レンジの 10％の場合に加算する追加誤差： LSD の 3 カウント /kHz。

[b] 確度は 0.05％+10 です。信号を測定する前に、常に相対機能を使用して熱運動をゼロにします（テスト・リードを

ショートします）。

[c] Null 機能の後に 500 と 5 kの確度が仕様化されます。

[d] 50 M/500 Mレンジの場合は、RH は＜ 60 ％での仕様です。

[e] 確度は、オープン・テスト・リードとして Null 機能を実行後、<50 nS に対して仕様化されます。

[f] 低電圧、低周波信号を測定するときには、どの周波数カウンタでも誤差が発生しやすくなります。測定誤差を抑える
には、外部ノイズを拾わないよう入力をシールドすることが重要です。

[g] Null モードを使用して残留をゼロにします。

[h] キャリブレーターとマルチメータの両方を内部基準に設定します。 

測定を実行するには、K 型熱電対延長ケーブル（両端がミニチュア熱電対コネクタ）を、キャリブレーターの TC 出

力とマルチメータの間に TC- バナナアダプター経由で接続します。

測定を行う前に、マルチメータが安定するまで、少なくても 1 時間が必要です。

19
ボタンを押して

 A モードに進み 

ます

5 A 5 A、1 kHz ±42 mA ±37 mA

10 A [l] 10 A、1 kHz ±100 mA ±90 mA

方形波出力 53131A 使用時

20 ロータリ・スイッチを

位置まで回し 

ます

120 Hz @ 50% N/A ±26 mHz

4800 Hz @ 50% N/A ±260 mHz

 デューティ・サ

イクル

100 Hz @ 50% N/A ± 0.398%[m]

100 Hz @ 25% N/A ± 0.398%[m]

100 Hz @ 75% N/A ± 0.398%[m]

34410A 使用時

  振幅
4800 Hz @ 
99.609%

N/A ±0.2V

表 6-2 検証テスト ( 続き )

ステップ テスト機能 レンジ 5520A 出力
 公称 1 年からのエラー

U1251B U1252B
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エラーリミットは、熱電対延長ケーブルによるエラーを含んでいません。熱電対エラーをなくすためには、基準温
度計によるキャリブレーター出力の補正を推奨します。

[i] 信号を測定する前に、常に相対機能を使用してオープン・テスト・リードにより熱運動をゼロにします。相対機能を
使用しない場合、確度にさらに 20（digit）を加算します。

[j] 10 A の連続測定。最大 30 秒間、10 A ～ 20 A を超える信号を測定する場合は、仕様確度に 0.5 % を追加します。10 A を

超える電流を測定した後は、低電流測定前に、測定で使用した時間の 2 倍の時間、メータをクールダウンしてくださ

い。校正器では 2 端子接続と補正をオンにします。

[k] 仕様は、セトリング時間を満たした場合に適用されます。

[l] 電流は、2.5 A から 10 A まで連続して測定できます。10 A ～ 20 A を超える信号を最大 30 秒間測定するときには、仕様

確度にさらに 0.5％を加算します。>10 A の電流を測定したら、低電流測定の前に、使用した測定時間の 2 倍の時間、

メータをクールダウンします。

[m] 信号周波数が 1 kHz を超える場合、1 kHz 当たりさらに 0.1％を確度に加算します。

[n] 周囲温度が ±1 °C の範囲内で安定していることを確認します。マルチメータを管理された環境に 1 時間以上放置して

ください。マルチメータを通気口の近くに置かないでください。熱電対テスト・リードをキャリブレータに接続した
ら、テスト・リードには触らないでください。接続が安定するまでさらに 15 分以上待ってから、測定を実行してく

ださい。

[o] 2 端子接続で、校正器での補正をオンにした場合。

校正のための測定器のセキュリティ解除

測定器を調整するには、正しいセキュリティ・コードを入力して、測定器のセ
キュリティを解除する必要があります。工場出荷時には、測定器のセキュリ
ティ・コードが 1234 に設定されています。セキュリティ・コードは不揮発性

メモリに記憶され、電源をオフにしても変化しません。

測定器のセキュリティをフロント・パネルから解除するには

1 ロータリ・スイッチを まで回します。

2  と ボタンを同時に押して、Calibration Security Code entry モー

ドに入ります。

3 1 次表示に 5555 と表示され、2 次表示に SECUr と表示されます。

4 編集キー  と  を使用して、コードの各文字を進みます。 

 と を使用して、各文字を選択します。

5 実行したら （保存）を押します。
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6 正しいセキュリティ・コードが入力されると、2 次表示に PASS と表示され

ます。

測定器の校正セキュリティ・コードをフロント・パネルから変更する
には

1 測定器が unsecured モードのときには、  ボタンを 1 秒以上押して、

Calibration Security Code setting モードに入ります。

2 工場設定の校正セキュリティ・コード 1234 が、1 次表示に表示されます。

3 編集キー  と  を使用して、コードの各文字を進みます。

4  と  を使用して、コードの各文字を変更します。

5   （保存）ボタンを押して、新しい校正セキュリティ・コードを記憶

します。

6 新しい校正セキュリティ・コードが記憶されると、2 次表示に PASS が表示

されます。

セキュリティ・コードなしに測定器のセキュリティを解除するには

正しいセキュリティ・コードなしに測定器のセキュリティを解除するには、以
下の手順に従います。

1 測定器の最後の 4 桁のシリアル番号を記録します。

2 ロータリ・スイッチを まで回します。

3 と ボタンを同時に押して、Calibration Security Code entry モー

ドに入ります。

1 次表示に 5555 と表示され、2 次表示に SECUr と表示されます。

セキュリティ・コードの記録がない場合は、フロント・パネルから 1234（工

場設定コード）を試してください。
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4 ボタンを 1 秒以上押して、Set Default Security Code モードに入りま

す。2 次表示に SEr.no と表示され、1 次表示に 5555 と表示されます。

5 編集キー と を使用して、コードの各文字を進みます。

6 と  を使用して、各文字を選択します。

7 測定器の最後 4 桁のシリアル番号と同じコードを設定 します。

8 （保存）ボタンを押して、エントリを確定します。

9 正しい 4 桁のシリアル番号が入力された場合、2 次表示に短く PASS と表示

されます。

これで 1234 をセキュリティ・コードとして使用できます。新しいセキュリ

ティ・コードを入力する場合、「測定器の校正セキュリティ・コードをフロン
ト・パネルから変更するには」（160 ページ）を参照してください。新しいセ

キュリティ・コードを忘れずに記録してください。
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校正プロセス 

測定器のフル校正を完了するには、以下の一般的な手順を推奨します。

1 「テストに関する注意事項」（150 ページ）を読みます。

2 検証テストを実行して、測定器（入力データ）を特性評価します。

3 校正のため測定器のセキュリティを解除します（「校正のセキュリティ」
（151 ページ）を参照）。

4 調整手順を実行します（「調整に関する注意事項」（164 ページ）を参照）。

5 測定器の校正をセキュリティ保護します。

6 測定器の保守レコードに新しいセキュリティ・コードと校正カウントを記
入します。

Adjustment モードを終了してから、測定器をオフにします。
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調整のためのフロント・パネルの使用

このセクションでは、フロント・パネルから調整を実行するためのプロセスに
ついて説明します。

Adjustment モードの選択

測定器のセキュリティの解除については、「校正のための測定器のセキュリ
ティ解除」（159 ページ）または「セキュリティ・コードなしに測定器のセ

キュリティを解除するには」（160 ページ）を参照してください。セキュリ

ティを解除すると、1 次表示に基準値が現れます。

調整値の入力

Handheld DMM 調整手順で、フロント・パネルから入力校正値を入力する 

には：

1 編集キー と を使用して、1 次表示の各桁を選択します。

2 と 矢印キーを使用して、数字 0 ～ 9 を進みます。

3 実行したら、 を押して校正を開始します。
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調整に関する注意事項

測定器を調整するには、テスト入力ケーブルとコネクタ・セット、および
ショート・プラグが必要です。

各機能の調整は、以下に示した順番で行う必要があります。

1 調整を実行する前に、測定器をウォームアップし、5 分間安定させます。

2 調整中に電池消耗インジケータが表示されないように注意します。誤った
読み値が表示されないよう、できるだけ早く電池を交換します。

3 テスト・リードをキャリブレータとハンドヘルド・メータに接続している
ので、熱運動を考慮します。テスト・リードを接続したら、1 分間待って

校正を開始することを推奨します。

4 周囲温度の調整中、測定器と校正ソースのあいだに K タイプ熱電対を接続

した状態で、測定器を 1 時間以上オンにしておきます。

各調整の後、2 次表示に短く PASS と表示されます。校正に失敗した場合、ハ

ンドヘルド・マルチメータがビープ音を鳴らし、2 次表示にエラー番号が表示

されます。校正エラー・メッセージについては、175 ページで説明していま

す。校正が失敗した場合、問題を補正して手順を繰り返します。

調整中に測定器をオフにしないでください。現在の機能に対する校正メモ
リが削除されます。
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有効な調整入力値 

調整を実行するには、以下の入力値を使用します。

表 6-3 有効な調整入力値

機能 レンジ 有効な振幅入力値

5V、50 V、500 V、1000 V 0.9 ～ 1.1× フル・スケール

（U1251B の場合）

5V、50 V、500 V、1000 V 0.9 ～ 1.1× フル・スケール

（U1252B の場合）

5V、50 V、500 V、1000 V 0.9 ～ 1.1× フル・スケール

50 mV、500 mV、1000 mV 0.9 ～ 1.1× フル・スケール 

500 A、5000 A 0.9 ～ 1.1× フル・スケール 

50 mA、440 mA、5 A、10 A 0.9 ～ 1.1× フル・スケール

 500 、5 k、50 k、500 k、

5 M、50 M
 0.9 ～ 1.1× フル・スケール 

ダイオード 0.9 ～ 1.1× フル・スケール 

  / 10 nF、100 nF、1000 nF、10 F、
100 F、1000 F、10 mF / 0°C

周囲補正によって 0°C を提供 
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調整手順

この手順を開始する前に、「テストに関する注意事項」（150 ページ）と「調整

に関する注意事項」（164 ページ）を見直してください。

1 調整表に示すように、ロータリ・スイッチを“Test Function”位置まで回

します。

2 測定器のセキュリティを解除すると、測定器が調整モードに入ります（「校
正のための測定器のセキュリティ解除」（159 ページ）を参照）。

3 1 次表示に、Cal Item の基準値が表示されます。

4 各 Cal Item を設定します。

5 と 矢印キーを使用して、Cal Range を選択します。

6 表の入力列に示された入力信号を適用します。バー・グラフに入力読み値
が表示されます。温度調整の場合、バー・グラフ表示はありません。

7 実際の適用入力を入力します（「調整値の入力」（163 ページ）を参照）。

8 を押して調整を開始します。校正が進行中であることを示すため、

2 次表示で CAL が点滅します。

Shift と ボタンを同時に押して調整モードを終了しない限り、測定器が

調整モードに入ります。

該当する表に示された順番と同じ順番でテストを完了します。

DC 電流測定の場合、データシートに記載されているセトリング時間だけ放置

する必要があります。
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各調整値が問題なく完了すると、2 次表示に短く PASS と表示されます。調

整が失敗すると、長いビープ音が鳴り、2 次表示に校正エラー番号が現れ

ます。1 次表示は現在の Cal Item のままです。入力値、レンジ、機能、入

力した調整値をチェックし、問題を修正して調整ステップを繰り返します。

9 各調整ポイントに対してステップ 1 ～ 8 を繰り返します。

10「性能検証テスト」（152 ページ）および表 6-4 に従って、調整を検証して

ください。
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MY51510001 未満のシリアル番号の場合、10 kHz の入力信号はアスタリスク

（*）が付いているシリアル番号に適用されます

表 6-4 調整テーブル 

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B

1 ロータリ・スイッチを

位置まで回し 
ます

5V 0.3 V、1 kHz 0.3000 V 0.3000 V

3 V、1 kHz 3.0000 V 3.0000 V

3 V、20 kHz * 3.0000 V 3.0000 V

50V 3 V、1 kHz 03.000 V 03.000 V

30 V、1 kHz 30.000 V 30.000 V

30 V、20 kHz * 3.0000 V 30.000 V

500V 30 V、1 kHz 030.00 V 030.00 V

300 V、1 kHz 300.00 V 300.00 V

300 V、20 kHz * 3.0000 V 300.00 V

1000V 30 V、1 kHz 0030.0 V 0030.0 V

300 V、1 kHz 0300.0 V 0300.0 V

300 V、20 kHz * 3.0000 V 0300.0 V

2 ロータリ・スイッチを
位置（モデル

U1252Bの場合）、  
位置（モデル U1251B の

場合）まで回します 

ショート 2 端子間を銅線

でショートする
デュアル・バナ
ナ・プラグ

SHort SHort

5V 3 V 3.0000 V 3.0000 V

50V 30 V 30.000 V 30.000 V

500V 300 V 300.00 V 300.00 V

1000V 1000 V 1000.0 V 1000.0 V
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3 ボタンを押して

モードに進み 
ます 

5 V 0.3 V、1 kHz N/A 0.3000 V

3 V、1 kHz N/A 3.0000 V

3 V、20 kHz * N/A 3.0000 V

50 V 3 V、1 kHz N/A 03.000 V

30 V、1 kHz N/A 30.000 V

30 V、20 kHz * N/A 30.000 V

500 V 30 V、1 kHz N/A 030.00 V

300 V、1 kHz N/A 300.00 V

300 V、20 kHz * N/A 300.00 V

1000 V 30 V、1 kHz N/A 0030.0 V

300 V、1 kHz N/A 0300.0 V

300 V、20 kHz * N/A 0300.0 V

4 ロータリ・スイッチを

位置まで回し

ます

ショート 2 端子間を銅線

でショートする
デュアル・バナ
ナ・プラグ

SHort SHort

50 mV 30 mV 30.000 mV 30.000 mV

500 mV 300 mV 300.00 mV 300.00 mV

1000 mV 1000 mV 1000.0 mV 1000.0 mV

5
ボタンを押して

モードに進み

ます 

50mV 3 mV、1 kHz 03.000 mV 03.000 mV

30 mV、1 kHz 30.000 mV 30.000 mV

30 mV、20 kHz * 30.000 mV 30.000 mV

500mV 30 mV、1 kHz 030.00 mV 030.00 mV

300 mV、1 kHz 300.00 mV 300.00 mV

300 mV、20 kHz * 30.000 mV 300.00 mV

表 6-4 調整テーブル ( 続き )

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B
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1000mV 30 mV、1 kHz 0030.0 mV 0030.0 mV

1000 mV、1 kHz 1000.0 mV 1000.0 mV

1000 mV、20 kHz * 30.000 mV 1000.0 mV

6 ロータリ・スイッチを

位置まで回します [a]
ショート 2 端子間を銅線

でショートする
デュアル・バナ
ナ・プラグ

SHort SHort

50 M 入力端子オー
プン（入力端
子からすべて
のテスト・
リードと
ショート・プ
ラグを除去し
ます）

oPEn oPEn

10 M 10.000 M 10.000 M

5 M 3 M 3.0000 M 3.0000 M

500 k  300 k  300.00 k  300.00 k

50 k  30 k  30.000 k  30.000 k

5 k  3 k  3.0000 k  3.0000 k

500   300   300.00  300.00 

7 ロータリ・スイッチを

Hz/ 位置（モデル

U1252B の場合）、

位置（モデル

U1251B の場合）まで回

します

ショート 銅線付きデュア
ル・バナナ・
ショート・ 
プラグ

ショート ショート

2 V 2 V 2.0000 V 2.0000 V

表 6-4 調整テーブル ( 続き )

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B
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8 ロータリ・スイッチを

/ 位置まで回し 

ます

オープン 入力端子オープ
ン（入力端子か
らすべてのテス
ト・リードと
ショート・ 
プラグを除去し
ます）

oPEn oPEn

10 nF 3 nF 03.000 nF 03.000 nF

10 nF 10.000 nF 10.000 nF

100 nF 10 nF 010.00 nF 010.00 nF

100 nF 100.00 nF 100.00 nF

1000 nF 100 nF 0100.0 nF 0100.0 nF

1000 nF 1000.0 nF 1000.0 nF

10 F 10 F 10.000 F 10.000 F

100 F 100 F 100.00 F 100.00 F

1000 F 1000 F 1000.0 F 1000.0 F

10 mF 10 mF 10.000 mF 10.000 mF

9
ボタンを押して

モードに進みます [b]

N/A 0°C 0000.0°C 0000.0°C

10 ロータリ・スイッチを

位置まで回し

ます

OPEN 入力端子オープ
ン（入力端子か
らすべてのテス
ト・リードと
ショート・ 
プラグを除去し
ます）

oPEn oPEn

500 A 300 A 300.00 A 300.00 A

5000 A 3000 A 3000.0 A 3000.0 A

表 6-4 調整テーブル ( 続き )

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B
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11 ボタンを押して 

 A モードに進み 

ます

500 A 30 A、1 kHz 030.00 A 030.00 A

300 A、1 kHz 300.00 A 300.00 A

5000 A 300 A、1 kHz 0300.0 A 0300.0 A

3000 A、1 kHz 3000.0 A 3000.0 A

12 ロータリ・スイッチを 

位置まで回

します

オープン 入力端子オープ
ン（入力端子か
らすべてのテス
ト・リードと
ショート・ 
プラグを除去し
ます）

oPEn oPEn

50 mA 30 mA 30.000 mA 30.000 mA

440 mA 300 mA 300.00 mA 300.00 mA

テスト・リードを uA.mA および COM 端子から A および COM 端子に移動します

注意：キャリブレータをハンドヘルド・マルチメータの A 端子と COM 端子に接続してから、 

3 A と 10 A を印加してください。

5 A 3 A 3.0000 A [c] 3.0000 A [c]

10 A 10 A 10.000 A [c] 10.000 A [c]

テスト・リードを A および COM 端子から uA.mA および COM 端子に移動します

13
ボタンを押して

 mA モードに進み 

ます

50 mA 3 mA、1 kHz 03.000 mA 03.000 mA

30 mA、1 kHz 30.000 mA 30.000 mA

440 mA 30 mA、1 kHz 030.00 mA 030.00 mA

300 mA、1 kHz 300.00 mA 300.00 mA

表 6-4 調整テーブル ( 続き )

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B
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注記（調整表）：

[a] 抵抗校正の後、必ず銅線付きデュアル・バナナ・プラグを使用して「ショート」を再校正してください。

[b] マルチメータがオンで、60 分以上かけて安定化され、マルチメータとキャリブレータの出力端子が K 型熱電対で接

続されていることを確認してください。 
5520A を内部基準に設定します。 

調整を実行する前に、K 型熱電対（両端がミニチュア TC コネクタ）の一方の端を 5520A の TC 出力に接続し、もう一

方の端をプレシジョン熱電対に接続して、ソース出力が必要な値であることを確認します。必要に応じて、ソースを
調整します。

[c] データシートに記載されているセトリング時間要件に従ってください。

テスト・リードを uA.mA および COM 端子から A および COM 端子に移動します

注意：キャリブレータをハンドヘルド・マルチメータの A 端子と COM 端子に接続してから、 

3 A と 10 A を印加してください。

14
ボタンを押して

 A モードに進み 

ます

5 A 0.3 A、1 kHz 0.3000 A 0.3000 A

3 A、1 kHz 3.0000 A 3.0000 A

10 A 3 A、1 kHz 3.0000 A 3.0000 A

10 A、1 kHz 10.000 A 10.000 A

表 6-4 調整テーブル ( 続き )

ステップ テスト機能 Cal Range Input
 Cal Item

U1251B U1252B
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調整の終了

1 測定器からすべてのショート・プラグとコネクタを取り外します。

2 新しい Calibration Count を記録します。

3 と ボタンを同時に押して、Adjustment モードを終了します。

電源をオフにして再度オンにします。測定器がセキュリティ保護されます。

校正カウントを読むには 

実行された校正の回数を確認するため測定器にクエリを行うことができます。

測定器は出荷時に校正済みです。
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測定器を受領したら、初期値を知るためカウントを読みます。

各校正ポイントに対してカウント値が 1 つずつ増加します。フル校正を行う

と、カウント値が大きく増加します。校正カウントは 65535 まで増分すると、

0 に返ります。測定器のセキュリティを解除した後、フロント・パネルから校

正カウントを読むことができます。フロント・パネルから校正カウントを読む
には、以下の手順を使用します。

1 Adjustment モードを押します。1 次表示に校正カウントが表示され

ます。

2 カウントをメモします。

3 再度  を押して、校正カウント・モードを終了します。

校正エラー

以下のエラーは、校正中に発生した不具合を示します。

表 6-5 校正エラー・コードとその意味

エラー・コード 説明

200 校正エラー： calibration mode is secured（校正モードがセキュリティ保護されています）

002 校正エラー： secure code invalid（セキュリティ・コードが無効です）

003 校正エラー： serial number code invalid（シリアル番号コードが無効です） 

004 校正エラー： calibration aborted（校正が中止されました）

005 校正エラー： value out of range（値がレンジ外です）

006 校正エラー： signal measurement out of range（信号測定がレンジ外です）

007 校正エラー： frequency out of range（周波数がレンジ外です）

008 EEPROM write failure（EEPROM 書き込みに失敗しました）
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これは空白のページです。
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7 仕様

U1251B/U1252B ハンドヘルド・ デジタル・ マルチメータの仕様については、

データシートをご覧ください 
(http://literature.cdn.keysight.com/litweb/pdf/5989-5509EN.pdf)。
177
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7 仕様
これは空白のページです。
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